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一

は
じ
め
に

二

｢錯
誤
論
及
び
故
意
論
」
に
つ
い
て
の
検
討

⑴

｢錯
誤
論
」
に
つ
い
て
の
検
討

⑵

｢故
意
論
」
に
つ
い
て
の
検
討

三

お
わ
り
に

一

は
じ
め
に

「
刑
法
覚
書
」
シ
リ
ー
ズ
一
二
回
目
の
今
回
は
、「
刑
法
総
論
」
の
テ
ー
マ
の
六
回
目
と
し
て(1
)、
ま
ず
、
日
本
の
現
行
刑
法
典
に
至
る

旧
刑
法
典
の
学
説
に
お
け
る
「
錯
誤
論
」
を
検
討
し
、
つ
ぎ
に
、
特
に
一
八
・
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
刑
法
学
説
に
お
け
る
「
故
意
論
」
を
概

〔
論

説
〕刑

法
総
論
覚
書
⑹

―
「
錯
誤
論
及
び
故
意
論
」
に
つ
い
て
の
検
討

―

伊

藤

司
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観
し
、
関
連
的
に
日
本
刑
法
の
「
錯
誤
論
」
の
学
説
・
判
例
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、「
錯
誤
論
及
び
故
意
論
」
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）「
刑
法
覚
書
」
シ
リ
ー
ズ
一
二
回
目
と
は
成
蹊
大
学
に
着
任
後
の
回
数
で
あ
る
が
、
一
回
目
は
「
成
蹊
法
学
」
68
・
69
合
併
号
（
平
成
二
〇
年
）
四

三
―
九
頁
、
二
回
目
は
同
72
号
（
同
二
二
年
）
一
一
五
―
二
四
頁
、
三
回
目
は
同
76
号
（
同
二
四
年
）
七
七
―
八
八
頁
、
四
回
目
は
同
84
号
（
同
二

八
年
）
八
一
―
一
〇
九
頁
、
五
回
目
は
同
88
号
（
同
三
〇
年
）
六
九
―
九
五
頁
、
六
回
目
は
同
90
号
（
令
和
一
年
）
三
七
八
―
四
〇
二
頁
、
七
回
目

は
同
91
号
（
同
年
）
三
〇
八
―
三
二
頁
、
八
回
目
は
同
92
号
（
同
二
年
）
四
三
八
―
五
八
頁
、
九
回
目
は
同
93
号
（
同
三
年
）
三
一
七
―
四
二
頁
、

一
〇
回
目
は
同
94
号
（
同
年
）
三
六
九
―
九
六
頁
、
一
一
回
目
は
同
95
号
（
同
年
）
二
五
一
―
八
八
頁
で
あ
る
。「
刑
法
総
論
覚
書
」
に
つ
い
て
は
、
三
・

四
・
五
・
六
な
い
し
七
・
八
な
い
し
一
〇
回
目
に
違
う
テ
ー
マ
で
書
い
て
い
る
の
で
、
テ
ー
マ
と
し
て
は
六
回
目
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二

｢錯
誤
論
及
び
故
意
論
」
に
つ
い
て
の
検
討

⑴
「
錯
誤
論
」
に
つ
い
て
の
検
討

❞

現
行
刑
法
典
に
至
る
状
況

①

本
稿
で
は
、
さ
し
あ
た
り
い
わ
ゆ
る
「
具
体
的
事
実
の
錯
誤
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
大
塚
博
士
は
、「
客
体

の
錯
誤
（
error
in
objecto）」
と
は
「
行
為
者
が
、
行
為
の
客
体
を
取
り
違
え
、
本
来
の
意
図
と
は
別
の
客
体
を
攻
撃
し
た
場
合
」
で

あ
る
と
し
、「
方
法
の
錯
誤
（
打
撃
の
錯
誤
）（
aberratio
ictus
;A
birrung）」
と
は
「
行
為
者
の
攻
撃
の
結
果
が
、
そ
の
意
図
し
た

客
体
と
は
別
個
の
客
体
に
生
じ
た
場
合
」
で
あ
る
と
さ
れ
る(2

)。
い
ず
れ
も
「
別
の
客
体
」
な
い
し
「
別
個
の
客
体
」
が
出
て
来
は
す
る
が
、
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前
者
が
「
取
り
違
え
」
す
な
わ
ち
人
の
誤
認
の
場
合
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
後
者
は
「
取
り
違
え
」
の
場
合
以
外
の
・
当
該
意
図
し
た
「
行

為
の
客
体
」
の
外
に
、
他
の
「
行
為
の
客
体
」
の
存
在
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
具
体
例
か
ら
も
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
後
者

の
場
合
の
刑
法
上
の
処
理
に
つ
き
、
い
わ
ゆ
る
「
具
体
的
符
合
説(3

)」
の
立
場
か
ら
は
、
当
該
客
体
に
対
す
る
「
故
意
」
に
応
じ
て
「
故
意
犯
」

が
、「
故
意
」
が
な
い
客
体
に
対
し
て
は
「
過
失
犯
」
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う(4

)。

②

他
方
、
旧
刑
法
典
に
お
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
、「
第
三
編
身
体
財
産
ニ
対
ス
ル
重
罪
軽
罪

第
一
章
身
体
ニ
対
ス
ル
罪

第

一
節
謀
殺
故
殺
ノ
罪
」
中
に
、「
第
二
百
九
十
八
条
謀
殺
故
殺
ヲ
行
ヒ
誤
テ
他
人
ヲ
殺
シ
タ
ル
者
ハ
仍
ホ
謀
故
殺
ヲ
以
テ
論
ス
」
と
の
規

定
が
あ
り
、
同
「
第
二
節
殴
打
創
傷
ノ
罪
」
中
に
、「
第
三
百
四
条
殴
打
ニ
因
リ
誤
テ
他
人
ヲ
創
傷
シ
タ
ル
者
ハ
仍
ホ
殴
打
創
傷
ノ
本
刑

ヲ
科
ス
」
と
の
規
定
が
あ
っ
た(5
)（
常
用
漢
字
化
）。
い
わ
ゆ
る
誤
殺
・
誤
傷
の
規
定
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
が
「
各
則
（
罪
）」
中

に
置
か
れ
た
こ
と
は
、
旧
刑
法
典
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う
。

現
行
刑
法
典
で
は
こ
れ
ら
の
規
定
の
取
扱
い
は
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、「
刑
法
改
正
政
府
提
出
案
理
由
書
」
に
よ
る
と
、「
現
行
法

第
二
九
八
条
は
誤
殺
の
規
定
な
り
と
雖
も
、
学
説
上
当
然
の
法
理
た
る
を
以
て
敢
て
之
を
規
定
す
る
必
要
な
き
の
み
な
ら
ず
、
之
が
為
め

却
て
疑
義
の
基
因
と
為
る
虞
あ
る
を
以
て
、
改
正
案
は
之
を
削
除
し
た
り
。」
と
あ
り
、「
現
行
第
三
〇
四
条
は
誤
殺
の
規
定
と
同
じ
く
、

其
必
要
な
き
を
以
て
、
之
を
削
除
し
た
り
。」
と
あ
る(6
)。
従
っ
て
、「
誤
殺
・
誤
傷
」
に
つ
い
て
も
本
来
の
場
合
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
こ
と

が
当
然
の
前
提
と
し
て
、
現
行
刑
法
典
上
は
削
除
さ
れ
た
形
に
な
る
と
の
趣
旨
に
も
思
わ
れ
る(7
)が
、
何
が
「
学
説
上
当
然
の
法
理
」
な
の

か
、
こ
の
説
明
だ
け
か
ら
で
は
直
ち
に
断
定
で
き
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。

❟

旧
刑
法
典
の
学
説
に
お
け
る
「
錯
誤
論
」
の
検
討

①

そ
れ
で
は
、
旧
刑
法
典
の
学
説
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う(8

)。
㋐

村
田
保
『
刑
法
註
釋

巻
六
』



成蹊法学第 96 号 論 説

96-261（ 4 ）

（
明
治
一
三
年
）
五
頁
以
下
（『
刑
法
註
釋
巻
五
～
巻
八

(下
巻
)
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
894
』（
平
成
二
七
年
復
刻
版
）
五
九
三
頁
以
下
所
収
）
は
、

旧
刑
法
二
九
八
条
に
つ
き
、「
本
条
は
、
人
を
謀
故
殺
せ
ん
と
し
て
図
ら
ず
別
人
を
殺
し
た
る
こ
と
を
云
う
。
例
え
ば
、
甲
を
殺
さ
ん
と

欲
し
毒
薬
を
設
く
る
に
、
乙
之
を
呑
で
死
し
、
又
は
甲
と
忿
争
し
一
時
の
激
怒
に
堪
え
ず
之
を
殺
さ
ん
と
し
て
発
砲
し
た
る
に
、
却
て
乙

を
殺
し
た
る
が
如
き
は
、
其
所
行
過
錯
に
出
で
其
目
的
を
達
せ
ざ
れ
と
も
、
固
よ
り
人
を
殺
さ
ん
と
欲
す
る
の
意
あ
れ
ば
、
仮
令
甲
を
殺

さ
ん
と
し
て
乙
を
殺
し
た
る
も
即
ち
甲
を
殺
し
た
る
と
同
じ
。
謀
殺
を
行
い
た
る
時
は
死
刑
に
処
し
、
故
殺
を
行
い
た
る
時
は
無
期
徒
刑

に
処
す
可
し
。」（
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
述
べ
ら
れ
た(9

)。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、「
具
体
的
事
実
の
錯
誤
」
と
し
て
の
「
客
体
の
錯
誤
」
と
「
方
法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
と
が
理
論
的
に

区
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
後
年
理
論
的
に
厳
密
に
は
こ
の
よ
う
な
区
別
が
な
さ
れ
得
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
素
朴
な

理
解
な
が
ら
、
意
図
し
た
甲
で
は
な
く
乙
に
結
果
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
違
い
は
な
く
、
そ
れ
で
も
「
人
」
殺
害
の
「
故

意
」
を
も
っ
て
「
人
」
殺
害
の
「
結
果
」
を
遂
げ
た
以
上
、
結
論
に
違
い
は
な
い
と
い
う
理
解
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

㋑

織
田
純
一
郎
『
刑
法
註
釋
』（
明
治
一
四
年
三
版
）
三
六
五
頁
以
下
（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
690
、
平
成
二
三
年
復
刻
版
）
は
、

旧
刑
法
二
九
八
条
に
つ
き
、「
本
条
は
間
違
に
て
人
を
殺
し
た
る
場
合
を
云
う
も
の
に
て
、
其
人
を
殺
す
心
な
き
ゆ
え
其
罪
の
軽
か
る
可

き
に
、
や
は
り
本
人
を
殺
す
罪
と
同
様
な
る
わ
け
は
、
人
を
間
違
え
し
は
己
れ
の
粗
想
に
て
到
底
其
者
は
人
を
殺
す
を
本
意
と
す
れ
ば
、

何
れ
と
も
謀
殺
な
り
故
殺
な
り
の
罪
を
犯
す
も
の
な
れ
ば
な
り
。」（
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
述
べ
ら
れ
た
。

若
干
理
由
が
付
け
ら
れ
て
は
い
る
が
、
や
は
り
「
人
を
殺
す
を
本
意
と
す
」
る
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
同

三
〇
四
条
に
つ
い
て
は
、「
係
合
の
な
き
他
人
を
疵
付
た
る
」（
現
代
用
語
化
）
点
が
強
調
さ
れ
て
お
り(10
)、
意
図
し
た
相
手
方
で
は
な
い
他

の
無
関
係
な
人
に
対
し
傷
害
の
「
故
意
」
を
も
っ
て
傷
害
の
「
結
果
」
を
発
生
さ
せ
た
以
上
、
本
人
に
対
す
る
以
上
の
処
罰
に
値
す
る
の
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は
「
当
然
の
理
」
で
あ
る
と
の
趣
旨
が
窺
え
る
。

㋒

立
野
胤
政
編
輯
『
刑
法
註
解
』（
明
治
一
五
年
改
正
増
補
再
版
）
三
二
四
頁
（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
689
、
平
成
二
三
年
復
刻
版
）

も
、「
本
条
は
人
を
謀
殺
若
く
は
故
殺
せ
ん
と
欲
し
、
其
手
段
所
行
の
錯
誤
よ
り
目
的
に
非
ざ
る
他
人
を
殺
し
た
る
を
云
。
是
れ
は
仮
令

錯
誤
す
と
雖
ど
も
、
人
を
殺
す
に
於
て
殊
別
な
き
ゆ
え
、
乃
ち
謀
殺
或
は
故
殺
を
以
て
論
じ
、
其
刑
を
当
つ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
、
甲

を
殺
さ
ん
と
し
て
所
行
の
錯
誤
よ
り
之
を
殺
し
た
り
と
も
、
同
じ
く
人
を
殺
害
し
た
る
な
れ
ば
謀
故
殺
を
以
て
論
ず
る
者
と
為
す
。
例
え

ば
、
他
人
を
故
殺
せ
ん
と
し
て
誤
て
子
を
殺
し
た
る
と
き
は
、
子
を
故
殺
し
た
る
に
同
じ
。
又
親
を
故
殺
せ
ん
と
し
て
他
人
を
殺
し
た
る

と
き
は
、
乃
ち
他
人
を
故
殺
し
た
る
に
同
じ
き
の
類
な
り
。」（
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
述
べ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、「
親
を
故
殺
せ
ん
と
し
て
他
人
を
殺
し
た
る
と
き
」と
い
う
、い
わ
ゆ
る
尊
属
殺（
旧
刑
法
三
六
二
条
一
項
）の
故
意
を
も
っ

て
普
通
殺
（
同
二
九
四
条
）
を
遂
げ
た
場
合
、
つ
ま
り
「
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
」
と
し
て
の
「
客
体
の
錯
誤
」
な
い
し
「
方
法
（
打
撃
）

の
錯
誤
」
の
場
合
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る(11

)。

㋓

高
木
豊
三
『
校訂
刑
法
義
解
』（
明
治
一
五
年
再
版
）（『
校訂
刑
法
義
解
第
三
編

第
四
編

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
73
』（
平
成
八
年
復
刻
版
））

八
二
二
頁
以
下
は
、
ま
ず
、「
註
解
」
と
し
て
、「
甲
者
乙
者
を
殺
す
の
意
あ
り
。
丙
者
を
誤
認
し
て
乙
者
と
為
し
之
を
殺
し
た
る
と
、
乙

者
を
狙
撃
し
誤
て
丙
者
を
殺
し
た
る
と
を
問
わ
ず
、
其
予
謀
の
有
無
に
従
い
謀
殺
若
く
は
故
殺
を
以
て
之
を
論
じ
、
各
其
本
刑
に
処
す
る

な
り
。」（
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
述
べ
ら
れ
た
。

こ
こ
に
お
い
て
は
、
旧
刑
法
二
九
八
条
中
に
は
、「
客
体
の
錯
誤
」
と
「
方
法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
の
二
種
類
あ
る
こ
と
が
、
自
覚
的

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
逆
に
言
う
と
、
こ
の
二
種
類
と
も
同
種
の
も
の
と
の
理
解
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、「
理
由
」
の
部
分
で
興
味
深
い
こ
と
は
、「
茲
に
此
条
の
設
け
あ
る
も
の
は
他
無
し
。
此
誤
殺
の
罪
た
る
本
邦
の
旧
律
及
び
清
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律
に
在
て
は
謀
殺
故
殺
を
分
た
ず
、
一
に
之
を
故
殺
と
せ
り
。
又
仏
蘭
西
の
如
き
明
文
無
き
を
以
て
、
或
は
過
失
殺
と
し
、
或
は
故
殺
と

し
、
而
し
て
謀
殺
あ
る
こ
と
無
し
と
為
す
等
、
議
論
百
出
其
処
分
亦
従
て
一
定
せ
ず
。
是
れ
我
が
立
法
者
の
此
に
見
る
所
あ
り
て
、
此
条

を
設
け
た
る
所
以
な
り
。」（
八
二
四
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
の
認
識
が
披
瀝
さ
れ
て
お
り
、
し
か
し
明
文
が
な
け
れ
ば
解

釈
が
一
定
せ
ず
、
処
分
も
一
定
し
な
い
恐
れ
が
あ
る
が
ゆ
え
に
本
条
を
設
け
た
の
で
あ
る
、
と
あ
る
訳
で
あ
る
。

㋔

堀
田
正
忠
『
刑
法
釋
義
第
三
篇

第
四
篇

刑
法
附
則
』（
明
治
一
八
年
）
六
〇
頁
以
下
（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
178
、
平
成
一
二
年
復
刻
版
）
に
お

い
て
は
、
㋓
高
木
説
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
し
か
し
結
局
、「
誤
殺
と
は
人
を
誤
認
し
て
殺
し
た
る
と
傍
人
を
殺
し
た
る
と
を
問
わ

ざ
る
も
の
な
れ
ば
、
其
予
謀
の
有
無
に
因
り
謀
殺
故
殺
を
以
て
之
を
論
ず
る
」（
六
三
―
四
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
述
べ

ら
れ
た
。

こ
の
段
階
で
は
、
旧
刑
法
二
九
八
条
に
対
す
る
異
説
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
も
、
本
条
の
趣
旨
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
敢
え
て

明
確
に
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

㋕

こ
れ
に
対
し
、
磯
部
四
郎
『
改
正
增
補
刑
法
講
義
下
巻
』（
明
治
二
六
年
）
八
五
二
頁
以
下
（『
改
正
増
補
刑
法
講
義
明
治
13
年

下

巻

第
二
分
冊

日
本
立
法

資
料
全
集
別
巻
141
』（
平
成
一
一
年
復
刻
版
））
も
、「
客
体
の
錯
誤
」
と
「
方
法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
と
を
区
別
し
、
後
者
の
場
合
も
「
其

目
的
外
の
人
を
殺
し
た
る
は
亦
是
れ
謀
故
殺
を
行
い
た
る
結
果
に
係
る
を
以
て
、
此
場
合
に
於
て
の
み
謀
故
殺
の
性
質
を
有
せ
ず
と
云
う

を
得
ず
。」（
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
旧
刑
法
二
九
八
条
の
理
解
を
し
つ
つ
も
、
立
法
論
的
に
は
、
一
発
の
銃
丸
を
以
て
二
人
を

貫
殺
し
た
よ
う
な
場
合
は
、
目
的
外
の
人
に
つ
い
て
は
「
過
失
殺
」
と
解
す
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
し
つ
つ
、「
改
正
草
案
者
は
本
条
の

所
為
を
過
失
殺
と
し
て
、
此
規
定
を
全
廃
せ
ん
と
す
。」（
八
五
三
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
述
べ
ら
れ
た
。

こ
こ
で
は
、
旧
刑
法
二
九
八
条
自
体
の
趣
旨
と
、
現
行
刑
法
典
の
立
法
趣
旨
と
は
異
な
る
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
前
掲
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「
刑
法
改
正
政
府
提
出
案
理
由
書
」
に
お
け
る
「
学
説
上
当
然
の
法
理
」
と
は
何
か
、
が
不
分
明
に
な
る
所
以
で
あ
る
。

㋖

勝
本
勘
三
郎
『
刑
法
各
論

全
』（
刊
行
年
不
明
）
六
五
五
頁
以
下
は
、
旧
刑
法
二
九
八
条
は
「
客
体
の
錯
誤
」
即
ち
「
人
違
殺

人
罪
」
を
規
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、「
方
法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
の
場
合
に
つ
き
、
謀
故
殺
の
行
為
に
伴
い
て
併
発
し
た
る
「
過
失
致
死
」

の
場
合
を
規
定
し
た
も
の
と
述
べ
ら
れ
た(12

)。

ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
博
士
が
起
草
し
た
仏
文
日
本
刑
法
第
一
草
案
（
明
治
一
〇
年
八
月
司
法
卿
よ
り
元
老
院
に
提
出
さ
れ
た
も
の
）
の
註
解

を
、
旧
刑
法
発
布
の
当
時
、
司
法
省
よ
り
各
裁
判
所
に
頒
布
し
た
も
の
と
さ
れ
る
・『
刑
法
草
案
註
解(13

)』（
勝
本
六
五
六
、
六
六
〇
頁
）
に

よ
る
と
、「
本
条
に
論
ず
る
場
合
は
、
正
条
あ
る
に
非
れ
ば
之
を
決
す
る
こ
と
甚
だ
難
か
る
可
し
。
抑
々
此
場
合
に
在
て
は
、
一
般
の
原

則
に
於
て
更
に
寛
な
る
見
解
を
下
す
に
似
た
り
。
何
と
な
れ
ば
、
該
犯
其
撃
殺
せ
ん
と
欲
せ
し
所
の
人
を
殺
さ
ず
し
て
、
意
外
の
人
を
殺

し
た
る
が
故
に
、
其
第
一
の
犯
罪
は
多
く
も
着
手
に
止
ま
り
又
は
行
っ
て
遂
げ
ざ
り
し
罪
と
し
て
罰
す
可
き
が
如
く
、
又
第
二
の
犯
罪
は

過
失
殺
に
止
ま
る
も
の
に
似
た
る
を
以
て
な
り
。
仏
国
に
於
て
は
此
の
如
き
障
害
な
か
る
可
し
。
何
と
な
れ
ば
、
重
罪
に
着
手
し
又
は
重

罪
を
行
っ
て
遂
げ
ざ
る
者
は
既
遂
犯
罪
の
如
く
に
之
を
罰
す
れ
ば
な
り
。
然
る
に
、
本
邦
の
如
き
重
罪
を
行
っ
て
遂
げ
ざ
る
者
を
罰
す
る

に
、
一
等
又
は
二
等
を
減
ず
る
の
法
に
於
て
は
、
右
の
疑
惑
を
生
ず
る
も
其
理
な
き
に
非
ざ
る
可
し
。
故
に
本
法
は
、
更
に
条
理
に
適
し

且
つ
更
に
厳
な
る
所
の
意
義
を
以
て
、
此
疑
惑
を
断
定
し
た
り
。」（
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
あ
り(14
)、
こ
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
旧

刑
法
二
九
八
条
は
こ
れ
な
く
し
て
は
適
切
な
量
刑
と
言
え
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
の
・
必
須
の
規
定
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
逆
に
言
う
と
、
現
行
刑
法
典
で
は
こ
の
よ
う
な
明
示
の
規
定
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
具
体
的
符
合
説
」
へ
も
道
を
開
い
た

と
い
う
理
解
も
出
て
来
得
る
こ
と
に
は
な
ろ
う
。

ま
た
、
勝
本
博
士
は
、
旧
刑
法
二
九
八
条
の
「
誤
テ
」
と
い
う
の
は
、「
人
を
害
す
る
の
意
思
あ
る
場
合
に
於
け
る
過
失
を
‐
‐
‐
意



成蹊法学第 96 号 論 説

96-257（ 8 ）

味
す
る
」
と
し
て
、「
人
を
害
す
る
の
意
思
な
き
場
合
に
於
け
る
過
失
」
に
対
応
し
て
捉
え
ら
れ
た(15

)（
六
六
五
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
）。

前
者
は
い
ず
れ
か
と
言
う
と
「
故
意
犯
」
の
範
疇
に
入
れ
ら
れ
得
る
場
合
で
あ
る
と
す
る
と
、「
故
意
＋
過
失
＝
故
意
犯
」
と
い
う
場
合

も
広
義
の
「
故
意
犯
」
の
一
環
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
段
階
に
至
り
、
旧
刑
法
二
九
八
条
は
必
須
の
規
定
で
あ

り
、
こ
れ
な
く
し
て
は
「
故
意
犯
」
と
同
一
処
罰
は
あ
り
得
な
い
と
の
説
も
有
力
化
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

㋗

宮
城
浩
藏
『
刑
法
正
義

下
巻
』（
明
治
二
六
年
三
版
）
六
三
〇
頁
以
下
が
、
㋖
勝
本
博
士
の
批
判
し
た
説
に
当
た
る
よ
う
で
あ
る
。

宮
城
学
士
は
、
旧
刑
法
二
九
八
条
は
「
客
体
の
錯
誤
」
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、「
例
え
ば
、
甲
者
常
に
乙
者
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。

偶
々
途
に
乙
者
の
弟
丙
者
に
遭
う
。
丙
者
の
状
貌
甚
だ
乙
者
に
肖
た
る
を
以
て
、
乙
者
と
誤
信
し
て
之
を
殺
し
た
る
が
如
き
は
、
本
条
の

適
例
な
り
。
是
れ
甲
者
の
所
為
た
る
其
目
的
と
す
る
乙
者
を
殺
し
た
る
に
非
ず
と
雖
も
、
丙
者
を
乙
者
と
し
て
殺
し
た
る
者
な
れ
ば
、
実

に
乙
者
を
殺
し
た
る
と
其
間
毫
も
差
異
あ
る
こ
と
無
く
、
即
ち
故
意
に
人
を
殺
し
た
る
者
な
る
に
因
り(16
)、
謀
故
殺
を
以
て
之
を
論
ず
る
こ

と
と
為
し
た
る
な
り
。」「
誤
殺
を
以
て
謀
故
殺
と
為
す
は
則
ち
可
な
り
。
然
れ
ど
も
、
是
れ
当
然
の
事
に
し
て
特
に
之
を
規
定
す
る
の
必

要
な
し
。」
と
述
べ
ら
れ
た
（
六
三
〇
―
一
、
六
三
一
頁
。
原
文
傍
点
あ
り
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）。

こ
れ
に
対
し
、「
方
法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
に
つ
い
て
は
、「
甲
者
乙
者
を
銃
殺
せ
ん
と
欲
し
、
弾
丸
を
放
ち
た
る
に
失
中
し
て
乙
者
の

傍
側
を
通
行
し
た
る
丙
者
を
殺
し
た
る
が
如
き
は
、
本
条
の
想
像
す
る
所
に
非
ず
。
蓋
し
、
其
過
誤
の
結
果
人
を
し
て
死
に
至
ら
し
め
た

る
は
、
其
罪
軽
か
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
実
に
過
失
に
出
づ
。」（
六
三
一
頁
。
原
文
傍
点
あ
り
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
あ
る
。

従
っ
て
、
後
年
の
最
三
小
判
昭
和
五
三
年
七
月
二
八
日
集
三
二
巻
五
号
一
〇
六
八
頁
（
東
京
高
判
昭
和
五
二
年
三
月
八
日
高
集
三
〇
巻
一

〇
号
一
五
〇
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
〇
年
六
月
五
日
同
一
六
五
頁
）
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
宮
城
説
に
よ
る
と
、
通
行
人
に
対
し

て
は
「
過
失
」
ベ
ー
ス
で
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う(17

)（
も
っ
と
も
、
強
盗
罪
の
場
合
は
「
強
盗
致
死
罪
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
）。
い
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ず
れ
に
せ
よ
、
宮
城
学
士
の
理
解
に
よ
れ
ば
、「
方
法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
は
旧
刑
法
二
九
八
条
の
規
定
対
象
外
の
事
例
と
い
う
こ
と
に

な
り
、「
責
任
主
義
」
を
強
調
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

㋘

龜
山
貞
義
『
刑
法
講
義

巻
之
二
』（
明
治
三
一
年
）（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
252
、
平
成
一
四
年
復
刻
版
）
四
一
九
頁
以
下
も
、

旧
刑
法
二
九
八
条
＝
「
人
違
殺
人
罪
」
説
の
よ
う
で
あ
り
、
従
っ
て
、
本
条
は
「
客
体
の
錯
誤
」
の
場
合
に
限
る
も
の
と
解
さ
れ
、「
方

法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
の
場
合
は
「
謀
故
殺
未
遂
」
と
「
過
失
殺
」
と
の
理
解
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
学
説
上
、「
具
体

的
符
合
説
」
が
有
力
化
し
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

㋙

岡
田
朝
太
郎
『
刑
法
各
論
』
同
『
刑
法
講
義

全
』（
明
治
三
六
年
）
二
二
五
頁
以
下
は
、
㋖
勝
本
説
に
反
対
の
立
場
か
ら
の
立

論
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
第
一

仮
令
他
の
一
個
の
謀
殺
又
は
故
殺
の
既
遂
又
は
未
遂
と
時
及
び
場
所
を
同
う
し
て
犯
し
た
り

と
す
る
も
、
過
失
殺
即
ち
殺
意
な
き
殺
人
挙
動
を
謀
故
殺
に
準
じ
た
る
も
の
と
云
う
如
き
、
不
条
理
な
る
法
文
と
解
す
る
こ
と
を
得
ず
。

第
二

本
条
は
恰
も
刑
法
学
理
の
沿
革
上
物
体
の
錯
誤
（
Irrtum
in
objecto）
と
刑
事
責
任
と
の
関
係
如
何
と
云
う
有
名
な
る
議
論
の

遺
物
な
る
こ
と
は
、
全
く
疑
を
容
れ
ず
。
‐
‐
‐
甲
某
が
乙
某
を
殺
さ
ん
と
欲
し
偶
丙
某
を
乙
某
な
り
と
誤
信
し
て
殺
し
た
る
場
合
は
、

之
を
客
観
的
に
観
察
す
れ
ば
甲
某
は
丙
某
を
殺
す
の
意
思
な
く
、
従
て
此
関
係
の
下
に
於
て
甲
某
は
犯
意
な
き
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
特

に
之
を
殺
人
罪
と
し
て
論
ず
る
な
り
と
。
是
れ
有
罪
論
の
一
端
な
り
と
雖
も
、
‐
‐
‐
今
日
の
刑
法
論
よ
り
す
れ
ば
其
誤
れ
る
こ
と
明
な

り
。
即
ち
、
殺
人
罪
の
成
立
す
る
に
は
其
犯
意
及
び
挙
動
あ
る
を
以
て
足
り
、
犯
罪
の
物
体
た
る
人
に
関
す
る
錯
誤
の
如
き
は
毫
も
問
う

所
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。」（
二
二
六
―
七
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）
と
述
べ
ら
れ
た
。

岡
田
博
士
は
、「
過
失
殺
」
説
は
か
え
っ
て
「
責
任
主
義
」
に
反
す
る
と
と
も
に
、「
法
定
的
符
合
説
」
の
立
場
か
ら
は
旧
刑
法
二
九
八

条
の
規
定
は
「
当
然
の
理
」
で
あ
る
と
し
て
、
現
行
刑
法
典
に
お
い
て
は
敢
え
て
規
定
す
る
必
要
は
な
い
と
の
帰
結
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
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う
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
続
け
て
、「
第
三

反
対
論
者
が
謀
故
殺
に
伴
い
た
る
過
失
殺
と
し
て
示
す
処
を
見
る
に
、
子
を
背
負
い
た
る
親
の
頭
を
打
た

ん
と
し
て
偶
其
兇
器
が
子
に
触
れ
た
る
が
為
め
死
に
致
し
た
る
場
合
を
指
し
て
、
過
失
殺
な
り
と
云
え
り
。
然
れ
ど
も
、
親
若
く
は
子
を

殺
す
と
云
う
の
点
は
殺
人
罪
の
成
立
要
素
に
非
ず
。
而
し
て
、
殺
意
に
出
で
た
る
殺
人
的
挙
動
の
為
に
人
が
生
命
を
失
い
た
る
以
上
は
、

総
て
殺
人
罪
な
り
と
云
う
こ
と
を
得
べ
く
、
此
場
合
も
正
に
尋
常
一
様
の
謀
故
殺
な
り
と
す
。」（
二
二
七
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
）
と

も
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
数
故
意
犯
説
」
の
妥
当
性
を
主
張
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
結
論
と
し
て
、「
本
条
立
法
上
の
価
値
は

今
日
の
進
歩
し
た
る
学
理
よ
り
す
れ
ば
、
全
く
無
用
な
る
規
定
と
云
わ
ざ
る
可
か
ら
ず
。」（
二
二
八
頁
。
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）

と
。②

以
上
の
よ
う
に
、
刑
法
理
論
の
深
化
と
と
も
に
、
旧
刑
法
二
九
八
条
・
三
〇
四
条
の
理
解
に
つ
い
て
も
多
様
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ

と
が
窺
え
、「
学
説
上
当
然
の
法
理
」
と
は
「
具
体
的
符
合
説
」
化
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
条
文
の
文
言
が
一
般
的
・

抽
象
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
法
定
的
符
合
説
」
的
な
理
解
も
有
力
に
唱
え
ら
れ
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
条
文
が

削
除
さ
れ
た
以
上
、「
方
法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
等
の
事
態
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
は
、「
解
釈
論
」
に
委
ね
ら
れ
た
も
の
と
も
言
え

よ
う(18
)。

（
2
）
大
塚
仁
『
刑
法
概
説
（
総
論
）〔
第
四
版
〕』（
平
成
二
〇
年
）
一
九
〇
頁
以
下
参
照
。

（
3
）
具
体
的
符
合
説
・
法
定
的
符
合
説
・
抽
象
的
符
合
説
と
い
う
三
分
類
は
、
牧
野
博
士
の
創
意
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
（
内
田
文
昭
「
第

三
編
構
成
要
件
的
錯
誤
の
諸
問
題

第
三
章
法
定
的
符
合
説
」（
昭
和
五
八
年
）
同
『
犯
罪
構
成
要
件
該
当
性
の
理
論
』（
平
成
四
年
）
二
六
一
以
下
、

二
六
三
頁
注
（
1
）
―
（
3
）、
牧
野
英
一
「
第
七

刑
法
第
五
四
条
及
び
第
五
五
条
と
主
観
説
（
判
例
批
評
）」（
明
治
四
三
年
。
常
用
漢
字
化
）
同
『
刑
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法
研
究

第
一
巻
』（
大
正
八
年
初
版
、
昭
和
一
三
年
一
〇
版
）
一
四
二
以
下
、
一
五
九
頁
以
下
、
草
野
豹
一
郎
「
一

事
実
の
錯
誤
に
関
す
る
抽
象

的
符
合
説
に
就
い
て
」（
常
用
漢
字
化
）
同
『
刑
事
判
例
研
究

巻
三
』（
昭
和
一
五
年
四
版
）
四
八
一
頁
参
照
）。

（
4
）
例
え
ば
、
内
田
文
昭
『
現
代
法
律
学
講
座
26

改
訂
刑
法
Ⅰ
（
総
論
）〔
補
訂
版
〕』（
平
成
九
年
）
一
六
一
頁
以
下
、
同
『
刑
法
概
要
上
巻

〔
基
礎
理
論
･

犯
罪
論
⑴

〕』（
同
七
年
）
四
三
九
頁
以
下
参
照
。
し
か
し
て
、
本
説
の
理
論
的
な
裏
付
け
と
し
て
は
、「
殺
人
の
故
意
は
「
お
よ
そ
」
人
を
殺
す

意
思
で
は
な
く
、「
一
人
の
」
人
を
殺
す
意
思
な
の
で
あ
る
か
ら
、」（
平
野
龍
一
『
刑
法

総
論
Ⅰ
』（
昭
和
四
七
年
一
刷
、
同
五
一
年
七
刷
）
一
七

六
頁
参
照
）
と
も
さ
れ
、
行
為
者
・
被
告
人
自
身
の
主
観
面
を
尊
重
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
（
こ
の
点
、
井
田
良
「
故
意
に

お
け
る
客
体
の
特
定
お
よ
び
「
個
数
」
の
特
定
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
五
八
巻
九
号
（
同
六
〇
年
）
四
八
頁
も
参
照
）。

（
5
）
倉
富
勇
三
郎
ほ
か
監
修
、
高
橋
治
俊
ほ
か
編
、
松
尾
浩
也
増
補
解
題
『
増
補
刑
法
沿
革
綜
覧

日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
2
』（
大
正
一
二
年
、
平

成
二
年
増
補
復
刻
版
）
四
三
、
四
四
頁
、「
第
二
部
旧
刑
法
立
法
資
料
―
刑
法
草
案
審
査
局
の
審
査
修
正
・
元
老
院
の
審
議
・
刑
法
の
公
布
―

Ⅲ
刑

法
の
公
布
〔
資
料
22
〕
刑
法
（
明
治
一
三
年
七
月
一
七
日
、
太
政
官
布
告
第
三
六
号
）」
西
原
春
夫
ほ
か
編
著
『
日
本
立
法
資
料
全
集
36-II

旧
刑
法
〔
明

治
13
年
〕
⑷-II
』（
平
成
二
八
年
）
四
六
七
下
段
、
四
六
八
頁
上
段
参
照
。

（
6
）
倉
富
ほ
か
監
修
、
高
橋
ほ
か
編
、
松
尾
増
補
解
題
・
前
掲
注
（
5
）
沿
革
綜
覧
二
一
九
八
、
二
二
〇
〇
頁
、
山
火
正
則
「
第
一
部
第
二
一
回
帝
国

議
会
お
よ
び
第
二
三
回
帝
国
議
会
（
貴
族
院
審
議
ま
で
）（
明
治
三
八
年
―
四
〇
年
）
第
二
章
第
二
一
回
帝
国
議
会
お
よ
び
第
二
三
回
帝
国
議
会
に
お

け
る
審
議
の
内
容

第
六
節
第
二
三
回
帝
国
議
会
提
出
案
の
内
容
」「
第
二
部
刑
法
（
明
治
四
〇
年
）
立
法
資
料
（
明
治
三
八
年
―
四
〇
年
）
―
第
二

一
回
帝
国
議
会
（
貴
族
院
審
議
ま
で
）
関
係
資
料
⑸
第
二
三
回
帝
国
議
会
提
出
案
の
審
議
〔
資
料
65
〕
明
治
四
〇
年
第
二
三
回
帝
国
議
会
提
出
「
刑

法
改
正
案
」
理
由
書
」
内
田
文
昭
ほ
か
編
著
『
日
本
立
法
資
料
全
集
26
刑
法
〔
明
治
40
年
〕
⑹
』（
平
成
七
年
）
三
五
一
下
段
、
三
五
三
頁
上
段
参
照
。

も
っ
と
も
、「
明
治
二
三
年
改
正
刑
法
草
案
」
中
に
は
「
人
ノ
身
體
又
ハ
財
産
ニ
關
ス
ル
罪
ヲ
犯
シ
タ
ル
者
其
人
又
ハ
財
産
ニ
錯
誤
ア
リ
ト
雖
モ
罪
ヲ

犯
ス
ノ
意
ナ
シ
ト
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
」（
六
八
条
）
と
の
規
定
が
あ
っ
た
（「〔
第
Ⅲ
分
冊
〕
⑼
明
治
二
三
年
改
正
刑
法
草
案
と
第
一
回
帝
国
議
会
の
審

議
〔
資
料
44
〕
明
治
二
三
年
改
正
刑
法
草
案
」
内
田
ほ
か
編
著
『
日
本
立
法
資
料
全
集
20-3
刑
法
〔
明
治
40
年
〕
⑴-III
』（
同
二
一
年
）
一
六
六
頁
上
段
、

倉
富
ほ
か
監
修
、
高
橋
ほ
か
編
、
松
尾
増
補
解
題
・
前
掲
注
（
5
）
沿
革
綜
覧
八
二
頁
参
照
）。

（
7
）
泉
二
新
熊
『
日
本
刑
法
論
論各
』（
明
治
四
一
年
初
版
、
昭
和
六
年
四
二
版
）
五
〇
八
頁
に
よ
る
と
、
泉
二
博
士
が
倉
富
勇
三
郎
博
士
に
質
さ
れ
た
と

こ
ろ
、「
誤
殺
は
学
理
上
当
然
謀
故
殺
に
外
な
ら
ず
。
然
る
に
、
仍
お
之
が
明
文
を
置
く
も
の
と
せ
ば
、
誤
盗
、
誤
横
領
、
誤
毀
棄
等
の
明
文
を
要
す

る
な
き
や
の
疑
義
を
生
ず
る
に
至
る
可
き
が
故
に
、
之
を
削
除
し
た
る
な
り
と
」、
答
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
現
代
用
語
化
、
加
点
・
加
丸
）。
同

旨
の
叙
述
は
、
泉
二
「
新
刑
法
施
行
後
ノ
十
年
」
杉
山
直
治
郎
編
著
『
富
井
先
生

還
暦
祝
賀
法
律
論
文
集
』（
大
正
七
年
）
一
二
頁
に
も
見
え
て
い
る
（
こ
の
点
、

前
掲
注
（
6
）「
明
治
二
三
年
改
正
刑
法
草
案
」
六
八
条
の
ほ
か
、
草
野
豹
一
郎
「
第
一
部

五

打
撃
の
齟
齬
」
同
『
刑
事
判
例
研
究

第
一
巻
』（
昭
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和
九
年
）
三
五
頁
以
下
も
参
照
）。
こ
れ
に
対
し
、
佐
々
木
和
夫
「
方
法
の
錯
誤
に
お
け
る
判
例
理
論
」
専
修
大
学
法
学
研
究
所
編
『
刑
事
法
の
諸
問

題
Ⅴ

紀
要
23
』（
平
成
一
〇
年
）
一
七
五
頁
参
照
。

（
8
）
本
稿
で
取
り
上
げ
た
著
者
も
含
め
、
先
行
論
稿
と
し
て
、
佐
々
木
「
旧
刑
法
下
に
お
け
る
方
法
の
錯
誤
」
経
済
と
法
二
一
号
（
昭
和
六
〇
年
）
二

五
頁
以
下
が
あ
る
。

（
9
）
三
〇
四
条
に
つ
い
て
も
同
旨
と
な
っ
て
い
る
（
村
田
・
前
掲
註
釋
一
〇
頁
（
同
六
〇
三
頁
所
収
））。

（
10
）
織
田
・
前
掲
註
釋
三
七
三
頁
。

（
11
）「
日
本
刑
法
草
案
」
の
い
わ
ゆ
る
「
第
一
稿
」（
吉
井
蒼
生
夫
「
第
一
部
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
の
編
纂
お
よ
び
資
料
解
題

第
一
章
「
日

本
刑
法
草
案
」（
確
定
稿
）
の
編
纂
過
程
と
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』」、
藤
田
正
「
同

第
二
章
資
料
解
題
」
西
原
ほ
か
編
著
『
日
本
立
法
資
料

全
集
32

旧
刑
法
〔
明
治
13
年
〕
⑶-I
』（
平
成
八
年
）
五
以
下
、
一
二
頁
以
下
参
照
）
の
審
議
に
お
い
て
も
、
同
様
な
議
論
が
見
ら
れ
た
（「
第
二
部

日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
（
つ
づ
き
）〔
資
料
16
〕
巻
一
四
（
自
三
二
七
条
至
三
五
二
条
）
第
三
編
人
ノ
身
體
財
産
ニ
對
ス
ル
重
罪
輕
罪

第
一
章
身

體
ニ
對
ス
ル
罪

第
一
節
謀
殺
毒
殺
故
殺
ノ
罪〔
第
一
稿
〕第
三
編
人
ニ
對
シ
タ
ル
重
罪
輕
罪

第
一
章
謀
殺
毒
殺
及
ヒ
故
殺
ノ
罪

第
三
五
九
条（
殺

害
対
象
の
錯
誤
）」
西
原
ほ
か
編
著
『
日
本
立
法
資
料
全
集
34

旧
刑
法
〔
明
治
13
年
〕
⑶-III
』（
同
九
年
）
三
六
頁
下
段
参
照
）。

（
12
）
現
行
刑
法
典
制
定
後
の
勝
本
勘
三
郎
『
刑
法
要
論

総
則
』（
大
正
二
年
）
二
一
二
頁
も
、「
打
撃
又
ハ
攻
撃
ノ
錯
誤
」（
原
文
傍
点
あ
り
。
常
用
漢

字
化
）
の
場
合
に
つ
き
、
殺
人
未
遂
犯
と
過
失
（
致
死
）
犯
と
の
観
念
的
競
合
と
解
す
る
の
が
「
通
説
」
と
さ
れ
た
。

（
13
）
も
っ
と
も
、「
日
本
刑
法
草
案
」
の
「
確
定
稿
」
は
明
治
一
〇
年
一
一
月
に
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
こ
の
「
確
定
稿
」
に
対
す
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
博
士
の
注
釈
書
の
翻
訳
が
、『
刑
法
草
按
注
解
』
の
よ
う
で
あ
る
（
吉
井
「
第
一
部
明
治
一
三
年
刑
法
の
編
纂
経
過

第
一
章
旧
刑
法
の
編
纂
経
過

は
じ
め
に

一
旧
刑
法
の
編
纂
過
程
」、
藤
田
「
同

二
旧
刑
法
の
編
纂
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
」「
同

第
二
章
『
刑
法
草
按
注
解
』
資
料
解
題

一
『
刑

法
草
按
注
解
』（
上
・
下
）
に
つ
い
て
」
吉
井
ほ
か
編
著
『
日
本
立
法
資
料
全
集
8

刑
法
草
按
注
解
上

〔旧
刑
法
別
冊
⑴
〕』（
平
成
四
年
）
三
、
七
、
八
、
一
四
、
三

三
頁
以
下
参
照
）。

（
14
）『
第
二
部
旧
刑
法
立
法
資
料
―
刑
法
草
按
注
解
上
・
下
―

別
冊
⑵
仏
国
人
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
講
義

元
老
院
譯
述

刑
法
草
按
注
解
下

』
吉
井
ほ
か
編
『
日
本
立
法
資

料
全
集
9

刑
法
草
按
注
解
下

〔旧
刑
法
別
冊
⑵
〕』（
平
成
四
年
）
九
二
〇
頁
以
下
参
照
。

（
15
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
浅
野
豊
三
郎
「
誤
殺
論
」
法
律
新
聞
四
四
五
号
（
明
治
四
〇
年
）
一
頁
〔
常
用
漢
字
化
〕、
同
「
誤
殺
罪
に
就
て
」
同
四
五

三
号
（
同
年
）
一
頁
〔
同
〕、
同
「
誤
殺
未
遂
に
就
て
」
同
四
五
五
号
（
同
年
）
三
頁
〔
同
〕、
山
内
香
「
読
判
事
浅
野
君
誤
殺
論
」
同
四
四
九
号
（
同

年
）
四
頁
〔
同
〕
―
そ
こ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
客
体
の
錯
誤
」
の
場
合
「
錯
誤
」
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
こ

の
点
、
齊
藤
信
宰
「
第
一
章
錯
誤
論
の
基
礎

第
五
節
判
例
の
動
向
と
そ
の
検
討
」
同
『
刑
法
に
お
け
る
錯
誤
論
の
研
究
』（
平
成
一
年
）
三
四
頁
も
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参
照
）、

踦
生
「
誤
殺
未
遂
を
論
ず
」
同
四
五
〇
号
（
同
年
）
二
頁
〔
同
〕、
玉
澤
庄
次
郎
「
誤
殺
論
」
同
四
五
五
号
（
同
年
）
四
頁
参
照
。

（
16
）
同
旨
の
説
明
と
し
て
、
内
田
・
前
掲
注
（
4
）
改
訂
一
五
九
頁
参
照
。

（
17
）
内
田
・
前
掲
注
（
4
）
改
訂
一
六
一
頁
以
下
参
照
。

（
18
）
こ
れ
に
対
し
、
佐
々
木
「
事
実
の
錯
誤
規
定
の
沿
革
的
考
察
」
経
済
と
法
二
三
号
（
昭
和
六
一
年
）
九
六
頁
以
下
は
、
方
法
の
錯
誤
に
つ
い
て
故

意
犯
を
成
立
さ
せ
る
見
解
は
大
審
院
に
お
い
て
も
確
定
し
た
判
例
に
な
っ
て
い
た
が
、「
具
体
的
符
合
説
」
に
立
ち
原
判
決
を
破
毀
・
移
送
し
た
大
一

刑
判
大
正
五
年
八
月
一
一
日
録
二
二
輯
一
三
一
三
頁
を
、
判
例
変
更
し
た
大
一
･二
･三
刑
連
判
同
六
年
一
二
月
一
四
日
録
二
三
輯
一
三
六
二
頁
に
お

い
て
、
泉
二
判
事
が
「
法
定
的
符
合
説
」
を
主
導
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
直
接
的
に
は
そ
の
通
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
通
説
で
は
な
く
と
も
少

数
説
的
に
学
説
上
も
「
法
定
的
符
合
説
」
も
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
は
な
ろ
う
（
な
お
、
能
勢
弘
之
「
一
七

事
実
の
錯
誤
」
中
山
研
一

ほ
か
編
『
現
代
刑
法
講
座

第
二
巻
違
法
と
責
任
』（
昭
和
五
四
年
）
三
二
五
頁
は
、「
法
定
的
符
合
説
が
従
来
か
ら
の
通
説
と
い
え
る
。」
と
さ
れ
て

い
た
。
大
谷
實
「
法
定
的
符
合
説
弁
護
」
西
山
富
夫
ほ
か
編
著
『
刑
事
法
学
の
諸
相
(下)
井
上
正
治
博
士
還
暦
祝
賀
』（
同
五
八
年
）
一
、
二
頁
も
参
照
）。

こ
の
ほ
か
、
前
掲
注
（
7
）、
牧
野
「
第
十
五

方
法
の
錯
誤
と
傷
害
罪
（
判
例
批
評
）」（
大
正
七
年
）
同
・
前
掲
注
（
3
）
刑
法
研
究
二
五
二
頁
、
佐
々

木
「
判
例
の
総
合
的
考
察
に
よ
る
錯
誤
理
論
の
再
検
討
（
一
）」
経
済
と
法
二
四
号
（
昭
和
六
一
年
）
一
一
九
以
下
、
一
二
二
頁
以
下
、
同
「
大
正
六

年
一
二
月
一
四
日
大
審
院
刑
事
聯
合
部
判
決
に
お
け
る
法
定
的
符
合
説
の
判
例
理
論
史
的
省
察
」
専
修
法
研
論
集
四
号
（
平
成
一
年
）
九
二
頁
以
下

も
参
照
。

⑵
「
故
意
論
」
に
つ
い
て
の
検
討

①

「
故
意
犯
」
に
つ
い
て
は
「
故
意
」
を
要
す
る
こ
と
は
、
日
本
刑
法
典
三
八
条
一
項
本
文
に
も
明
規
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る(19

)。

し
か
ら
ば
、
そ
も
そ
も
「
故
意
」
＝
「
罪
を
犯
す
意
思
」
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
良
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
比
較
的
古
い
時
代
の

ド
イ
ツ
の
刑
法
学
説
を
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う(20
)。

②

グ
ロ
ー
ル
マ
ン
教
授
は
教
科
書
中
に
お
い
て
、「
客
観
的
に
非
合
法
的
な
（
illegale）
行
為
は
主
観
的
に
も
非
合
法
的
で
あ
る
と

の
判
断
」
た
る
「
責
任
（
Schuld）」
に
つ
き
、「
関
係
の
違
い
に
応
じ
て
（
nach
V
erschiedenheitdes
V
erhältnisses）」
異
な
る
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も
の
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
四
つ
の
場
合
に
分
け
て
検
討
を
加
え
て
い
る(21

)。「
1)
行
為
者
は
、
そ
の
目
的
（
Zw
eck）
を
実
現
す
る
た

め
に
、
非
合
法
性
が
必
然
的
に
（
nothw
endig）
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
予
見
し
て
い
る
（
siehtvoraus）。

彼
の
目
的
は
従
っ
て
、
非
合
法
そ
の
も
の
と
結
び
付
い
た
利
益
（
V
ortheil）
で
あ
る
。
2)
彼
の
行
為
の
目
的
は
彼
に
と
っ
て
本
来
的
に

は
（
eigentlich）
非
合
法
性
の
実
現
な
し
に
達
成
さ
れ
得
る
が
、
彼
は
し
か
し
、
目
的
実
現
の
た
め
の
志
向
性
（
Streben）
は
ま
た
、

彼
が
そ
の
こ
と
を
意
欲
す
る
（
w
ünscht）
と
い
う
こ
と
が
な
く
て
も
、
非
合
法
性
を
も
た
ら
し
得
る
こ
と
を
、
予
見
し
て
い
る
。
3)
彼

は
、
自
己
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
非
合
法
性
が
も
た
ら
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
（
bew
ürktw
erden
m
üsse）
と
い
う
こ
と
を
、

予
見
し
得
た
で
あ
ろ
う
（
hätte
voraussehen
können）。
4)
彼
は
、
自
己
の
目
的
実
現
の
た
め
の
志
向
性
が
非
合
法
的
な
結
果
を
も

持
ち
得
る（
haben
könne）こ
と
を
、予
見
し
得
た
で
あ
ろ
う
。」。
こ
の
中
の
第
一
の
場
合
の
み
が「
悪
し
き
決
意（
böser
Entschluß）」

「
悪
し
き
故
意
（
böser
V
orsatz）」
と
な
り
、
後
の
三
つ
の
場
合
は
「
単
な
る
責
任
（
過
失
〔
culpa〕）」
に
過
ぎ
な
い
と
。

こ
の
分
類
に
お
い
て
は
、「
故
意
」
が
極
め
て
限
定
的
で
あ
り
、「
過
失
」
の
部
分
が
非
常
に
広
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
1)
な

い
し
2)
の
範
疇
が
い
わ
ゆ
る
「
未
必
の
故
意
」
を
も
包
含
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
、
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

1)
は
「
非
合
法
性
が
必
然
的
に
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
場
合
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
必
然
的
」
と
ま
で
は
言
え
な
く
と
も
、「
蓋

然
的
」「
可
能
的
」
な
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
と
こ
ろ
、
2)
の
場
合
に
お
い
て
は
「
本
来
的
に
は
非
合
法
性
の

実
現
な
し
に
達
成
さ
れ
得
る
」
と
の
前
提
で
あ
る
か
ら
、
は
じ
め
か
ら
「
故
意
」
は
念
頭
に
置
か
れ
て
い
な
い
と
な
る
と
、
や
は
り
1)
の

場
合
を
細
分
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
2)
の
場
合
も
「
非
合
法
性
」
の
「
可
能
性
」
を
「
予
見
」
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
そ
れ
で
も
な
お
「
行
為
」
に
出
た
以
上
、「
未
必
の
故
意
」
を
包
含
し
得
る
場
合
も
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
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③

当
時
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
の
副
学
長
で
あ
っ
た
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
―
バ
ー
氏
は
、「
未
必
の
故
意
（
der
eventuelle
D
olus）」

と
「
重
過
失
（
die
m
uthw
illige
Culpa,grobe
Culpa）」
と
を
、
か
な
り
近
い
範
疇
と
捉
え
、
一
八
一
三
年
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
六

五
条
一
項
「
重
過
失(22

)」
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、「
違
法
な
目
的
」
が
な
い
場
合
に
「
重
過
失
」
が
成
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
が
、「
違

法
な
目
的
」
が
あ
る
場
合
、「
故
意
（
dolus）」
は
「
重
過
失
」
と
競
合
す
る
も
の
、
つ
ま
り
「
故
意
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
過
失
（
cul-

pa
dolo
determ
inata）」
と
な
る(23

)と
解
し
た
の
で
あ
る(24

)。
そ
し
て
、「
重
過
失
」
と
「
故
意
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
過
失
」
と
は
、
犯

罪
結
果
発
生
の
可
能
性
若
し
く
は
蓋
然
性
の
予
見
に
止
ま
ら
ず
、
必
然
的
な
も
の
と
し
て
予
見
し
た
か
に
係
わ
る
と
い
う
点
で
は
、
同
様

な
も
の
と
さ
れ
た(25

)。

「
違
法
な
目
的
」
が
な
い
場
合
に
「
重
過
失
」
と
な
る
と
い
う
の
は
、
日
常
的
・
有
益
的
・
適
法
的
な
目
的
の
た
め
に
行
動
し
た
が
、

極
め
て
不
注
意
で
あ
っ
た
場
合
「
重
過
失
」
が
成
立
し
得
る
と
い
う
形
で
、
今
日
的
に
も
通
用
し
得
る
視
座
と
言
え
よ
う(26
)が
、「
違
法
な

目
的
」
が
あ
っ
た
場
合
に
端
的
に
「
未
必
の
故
意(27

)」
が
成
立
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、「
故
意
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
過
失
」
と
い
う

範
疇
を
設
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ(28
)う(29
)。「
故
意
」と「
過
失
」と
い
う
区
別
か
ら
は
紛
ら
わ
し
い
混
合
形
態
で
は
あ
る(30
)が
、

こ
の
よ
う
に
「
故
意
」
と
「
重
過
失
」
が
競
合
す
る
と
い
う
発
想
は
、
並
列
的
な
競
合
の
み
な
ら
ず
、
縦
列
的
な
競
合
の
場
合
も
、
い
ず

れ
か
と
言
う
と
「（
未
必
の
）
故
意
」
の
範
疇
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
示
唆
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
過
失
」
と
「
重
過
失
」
な
い
し
「
未
必
の
故
意
」
が
結
果
発
生
の
「
必
然
性
」
の
認
識
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
べ

き
だ
と
の
視
座
は
、
客
観
的
に
極
め
て
明
確
な
基
準
を
提
示
す
る
も
の
と
も
言
え
よ
う
が
、「
違
法
な
目
的
」
が
あ
っ
た
場
合
で
も
蓋
然

性
程
度
だ
と
考
え
た
に
過
ぎ
な
い
場
合
、「（
未
必
の
）
故
意
」
を
根
拠
付
け
る
に
は
足
り
な
い
と
す
る(31

)と
、
そ
も
そ
も
「
違
法
な
目
的
」
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の
有
無
に
よ
っ
て
「
故
意
」
と
「
過
失
」
を
分
け
る
分
類
法
に
疑
問
が
投
じ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
ま
た
、
常
に
必
然
性
ま
で
要
求

す
る(32

)と
な
る
と
、「（
未
必
の
）
故
意
」
を
狭
め
過
ぎ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
い
か
ら(33

)、「
蓋
然
性
＋
認
容
＝
（
未
必
の
）
故
意
」
と
い

う
線
が
出
て
来
る
所
以
で
も
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
後
掲
⑤
で
検
討
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
蓋
然
性
」
ま
で
も
要
求
す
る
の
は
疑
問

の
余
地
が
あ
ろ
う
。

フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ハ
教
授
の
解
説
に
よ
る
と
、「
間
接
故
意
（
dolus
indirectus）」
と
は
、「
犯
罪
者
が
あ
る
特
定
の
法
律
違
反
の
効
果

（
gesetzw
idrigen
Effect）
を
も
た
ら
そ
う
と
し
た
が
、
そ
の
効
果
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
っ
た
行
為
か
ら
、
そ
の
犯
罪
者
が
そ
の
行

為
の
蓋
然
的
な
若
し
く
は
容
易
に
可
能
な
結
果
（
Folge）
と
し
て
予
見
し
得
た
し
予
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
・
別
の

も
っ
と
可
罰
的
な
行
為
が
生
じ
た
」
場
合
を
意
味
す
る
も
の
と
さ
れ(34
)、
前
掲
⑴
❟
①
㋗
で
参
照
し
た
最
三
小
判
昭
和
五
三
年
七
月
二
八
日

の
一
・
二
審
は
通
行
人
Ｋ
に
対
す
る
「
過
失
」
の
存
在
を
強
調
し
て
い
た
が
、
最
高
裁
は
端
的
に
「
故
意
犯
」
の
適
用
を
認
め
た
の
で
あ
っ

た
。
一
・
二
審
は
「
責
任
主
義
」
を
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
最
高
裁
と
し
て
も
「
因
果
関
係
」
に
よ
っ
て
「
責
任
主
義
」
に

答
え
て
い
る
積
も
り
で
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
因
果
関
係
」
と
「
責
任
主
義
」
は
刑
法
理
論
上
別
概
念
で
あ
る
と
の
反
論
が
あ
ろ
う
が
、「
折

衷
的
相
当
因
果
関
係
説
」
に
即
し
て
捉
え
る
と
、
内
実
と
し
て
は
「
過
失
」
が
あ
る
よ
う
な
場
合
を
含
ん
で
の
「
故
意
犯
」
と
い
う
こ
と

な
の
で
あ
ろ
う(35
)。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
刑
法
理
論
上
の
表
向
き
の
表
現
と
し
て
は
「
故
意
犯
」
に
な
る
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る(36
)。
こ
の
場
合
、
一
旦
「
故
意
」
に
出
た
以
上
、
あ
ら
ゆ
る
「
結
果
」
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

程
の
強
い
意
味
を
有
す
る
と
ま
で
は
言
え
ず
、
少
な
く
と
も
自
己
の
「
故
意
」
の
及
ん
だ
「
結
果
」
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
趣
旨
に
解
さ
れ
よ
う(37
)。「
錯
誤
論
」
に
お
い
て
は
、「
故
意
犯
＋
過
失
犯
」
は
「
故
意
犯
」
に
な
る
と
の
理
解
と
言
え
よ
う
。

「
故
意
」
が
な
い
に
も
係
わ
ら
ず
「
間
接
故
意
」
と
の
理
解
か
ら
「
故
意
」
あ
り
と
す
る
の
は
、「
擬
制
」
で
あ
り
「
責
任
主
義
」
に
反
す
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る
と
の
批
判
を
受
け
る
の
で
あ
ろ
う
が
、「
構
成
要
件
的
故
意
」
の
範
囲
内
で
あ
る
と
の
視
座
か
ら
は
、
そ
の
「
錯
誤
」
は
「
故
意
」
を
「
阻

却
」
し
な
い
と
の
帰
結
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、「
構
成
要
件
論
」
の
意
義
が
あ
る
と
も
言
え
よ
う(38

)。

こ
の
時
点
で
は
、フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ハ
教
授
は
、「
故
意
に
よ
っ
て
根
拠
付
け
ら
れ
た（
durch
D
olus
begründet）」「
過
失（
Culpa）」

と
の
観
点
か
ら
理
論
付
け
よ
う
と
し
た
も
の
と
言
え
よ
う(39

)。

④

こ
れ
に
対
し
、
ク
ラ
イ
ン
シ
ュ
ロ
ー
ト
教
授
も
、「
間
接
の
意
図
（
D
ie
indirecte
A
bsicht）」
と
い
う
こ
と
で
、「
未
必
の
故
意
」

を
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
主
と
し
て
（
hauptsächlich）
悪
し
き
結
果
を
意
欲
し
て
い
る
（
w
ill）
訳
で
は
な
く
、
そ
の
よ

う
な
結
果
が
生
じ
る
と
き
に
は
、
付
随
的
に
の
み
（
nur
beyläufig）
そ
れ
に
同
意
し
て
い
る
（
w
illigt）
こ
と
」
は
必
要
と
解
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る(40
)。
従
っ
て
、
近
時
の
有
力
説
の
よ
う
に(41
)、「
故
意
論
」
の
通
常
の
理
解
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
て
、「
あ
ら

ゆ
る
過
失
（
Culpa）
に
お
い
て
、
誤
り
（
Irrthum
）
が
基
礎
と
な
る(42
)。」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
過
失
」
は
為
損
ね
と
し
て

い
わ
ば
「
錯
誤
」
的
な
色
彩
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
が
、
は
じ
め
か
ら
「
故
意
」
に
行
わ
れ
た
か
否
か
に
、「
故
意
」
と
「
過
失
」

の
大
き
な
違
い
が
あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。「
故
意
が
あ
っ
た
」
で
押
し
て
行
け
ば
「
法
定
的
符
合
説
」
に
な
り
、
行
為
者
・
被
告
人
の
「
直

接
・
具
体
的
な
故
意
」
を
強
調
す
れ
ば
「
具
体
的
符
合
説
」
に
な
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
確
か
に
具
体
的
に
認
識
し
た
「
人
」
は
「
Ａ
」

で
あ
っ
た
が
、
条
文
・
構
成
要
件
的
に
こ
の
「
Ａ
」
と
い
う
特
定
は
重
要
で
は
な
く
、「
人
」
に
対
す
る
「
故
意
」
を
も
っ
て
殺
害
行
為

に
及
ん
だ
と
こ
ろ
、
結
果
と
し
て
は
具
体
的
に
認
識
し
た
「
Ａ
」
で
は
な
く
「
Ｂ
」
に
当
た
り
若
し
く
は
「
Ａ
」
を
突
き
抜
け
て
「
Ｂ
」

に
も
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
場
合
、
そ
の
「
人
」
に
当
て
る
つ
も
り
が
そ
の
「
人
」
に
当
た
ら
ず
他
の
「
人
」
に
当
た
り
若
し
く
は

そ
の
「
人
」
に
当
た
っ
て
突
き
抜
け
る
と
と
も
に
他
の
「
人
」
に
も
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
局
的
に
は
「
人
」
殺

害
の
意
思
で
「
人
」
の
殺
害
を
遂
げ
若
し
く
は
二
個
遂
げ
た
と
見
る
の
が
、「
法
定
的
符
合
説
」
の
理
解
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
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場
合
、
条
文
・
構
成
要
件
上
は
「
人
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
行
為
者
・
被
告
人
が
一
人
の
「
人
」
に
対
す
る
「
故
意
」
し

か
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も(43

)、「
構
成
要
件
」
上
の
「
行
為
の
客
体
」
と
し
て
の
「
人
」
を
殺
す
「
故
意
」
を
も
っ
て
「
人
」
を
侵

害
し
又
は
そ
の
可
能
性
が
あ
っ
た
以
上
、
当
該
行
為
と
の
関
係
で
の
あ
ら
ゆ
る
「
人
」
が
「
故
意
」
の
対
象
た
り
得
る
も
の
と
言
え
よ
う(44

)。

と
言
う
の
も
、
一
旦
「
故
意
の
行
為
」
に
出
た
場
合
、
そ
の
「
故
意
の
行
為
」
の
性
質
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
い
か
な
る
「
結
果
」
が
発

生
す
る
か
も
知
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
「
結
果
」
も
当
該
行
為
者
・
被
告
人
の
元
々
の
「
故
意
の
行
為
」
に
よ
る
も
の
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
限
り
、「
そ
の
人
」
を
狙
っ
て
「
そ
の
人
」
に
当
た
っ
た
場
合
と
、「
そ
の
人
」
を
狙
っ

て
「
そ
の
人
」
に
は
当
た
ら
ず
「
他
の
人
」
に
当
た
り
若
し
く
は
「
そ
の
人
」
と
と
も
に
「
他
の
人
」
に
も
当
た
っ
た
場
合
と
で
、
確
か

に
行
為
者
・
被
告
人
の
「
故
意
」
が
向
け
ら
れ
た
先
は
異
な
る
に
せ
よ
、
当
該
行
為
者
・
被
告
人
の
「
故
意
の
行
為
」
の
及
ぶ
範
囲
内
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う(45
)。
従
っ
て
、
当
該
行
為
者
・
被
告
人
と
し
て
は
、
当
該
「
行
為
の
客
体
」
を
「
認
識
」
し
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
他
の
「
行
為
の
客
体
」
と
の
関
係
で
は
、
自
己
の
「
行
為
の
性
質
」
を
「
認
識
」
し
て
い
れ

ば
足
り
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
こ
れ
が
「
方
法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
に
対
す
る
「
法
定
的
符
合
説
」
的
理
解
の
「
故
意
」
の
「
実

体
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う(46

)。
従
っ
て
、「
同
種
」
の
「
行
為
の
客
体
」
に
つ
い
て
は
「
符
合
」
を
認
め
る
形
に
な
る
の
で
、
例
え
ば
、

一
個
の
教
唆
行
為
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
教
唆
と
「
因
果
関
係
」
が
あ
る
限
り(47
)、
二
個
以
上
の
正
犯
行
為
に
対
す
る
観
念
的
競
合
に

な
り
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
刑
法
五
四
条
一
項
前
段
の
「
一
個
の
行
為
が
二
個
以
上
の
罪
名
に
触
れ
」
と
い
う
文
言
の
意
義
を
め
ぐ
り
、
平
野
博
士

は
こ
の
条
文
に
お
い
て
は
「
一
個
の
行
為
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
確
か
に
「
行
為
」
が
「
二
個
以
上
の
罪
名
」
に
触
れ

た
場
合
は
「
観
念
的
競
合
」
と
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
が
、「
故
意
」
に
つ
い
て
は
一
個
し
か
な
い
以
上
「
二
個
以
上
の
罪
名
」
と
の
関
係
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で
す
べ
て
「
故
意
犯
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
論
じ
ら
れ
た(48

)。
五
四
条
一
項
前
段
の
解
釈
論
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
理
解

も
成
り
立
ち
得
る
で
あ
ろ
う
が
、「
行
為
」
は
「
故
意
犯
」
の
場
合
は
「
故
意
」
に
担
わ
れ
て
い
る
の
で
、「
一
個
の
行
為
」
と
は
言
っ
て

も
「
故
意
犯
」
の
場
合
は
「
一
個
の
故
意
行
為
」
と
同
義
と
な
り
、
従
っ
て
、「
一
個
の
故
意
行
為
」
が
「
二
個
以
上
の
罪
名
」
に
触
れ

た
場
合
も
「
観
念
的
競
合
」
に
な
り
得
る
と
こ
ろ
、「
故
意
」
が
一
個
し
か
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
れ
ば
平
野
説
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、

「
故
意
」
が
「
二
個
以
上
の
罪
名
」
に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
強
調
す
れ
ば
「
抽
象
的
法
定
符
合
説
」
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
結
局
、

五
四
条
一
項
前
段
か
ら
は
い
ず
れ
の
説
が
妥
当
か
は
一
義
的
に
は
決
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う(49

)。
こ
こ
で
も
、
行
為
者
・
被
告

人
の
具
体
的
な
「
故
意
」
を
尊
重
す
る
か
否
か
、
に
問
題
の
帰
趨
が
係
っ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。「
人
を
殺
し
た
者
」（
一
九
九
条
）
な

い
し
「
強
盗
が
、
人
を
‐
‐
‐
死
亡
さ
せ
た
と
き
」（
二
四
〇
条
後
段
）
と
い
う
場
合
の
「
殺
人
の
故
意
」
な
い
し
「
強
盗
殺
人
の
故
意
」

に
つ
い
て
は
、
条
文
上
は
お
よ
そ
「
人
」
を
「
殺
す
意
思
」
な
い
し
「
人
」
の
「
強
盗
殺
人
の
意
思
」
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
足
り
る
形
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
大
枠
的
に
は
そ
の
よ
う
な
「
故
意
」
を
も
っ
て
当
該
「
結
果
」
を
発
生
さ
せ
れ
ば
、
行
為
者
・
被
告
人
の
具
体
的
な

「
故
意
」
の
個
数
い
か
ん
に
係
わ
ら
ず
、
包
含
し
得
る
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
行
為
者
・
被
告
人
が
は
じ
め
か
ら

Ａ
と
Ｂ
を
殺
害
す
る
つ
も
り
で
順
次
Ａ
と
Ｂ
に
発
砲
し
た
場
合
、Ａ
と
Ｂ
殺
人
の
併
合
罪
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、こ
の
場
合
は
行
為
者
・

被
告
人
の
具
体
的
な
「
故
意
」
の
個
数
を
前
提
に
し
て
い
な
が
ら
、
観
念
的
競
合
の
場
合
は
「
故
意
」
の
個
数
を
軽
視
す
る
の
は
論
理
一

貫
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
反
論
が
あ
り
得
よ
う(50
)。「
人
の
生
命
」
は
「
個
人
的
法
益
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
刑
法
的
評
価
の
対
象
に
な

り
得
る
の
で
、
併
合
罪
の
場
合
は
Ａ
と
Ｂ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
結
果
」
と
の
関
係
で
行
為
者
・
被
告
人
の
「
故
意
」
が
二
個
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
そ
の
「
結
果
」
に
相
応
す
る
「
故
意
」
と
し
て
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
の
に
対
し
、
観
念
的
競
合
の
場
合
は
「
一
個
の
行

為
」
で
あ
り
か
つ
「
一
個
の
故
意
行
為
」
で
あ
る
以
上
、
こ
の
限
り
、
行
為
者
・
被
告
人
の
「
故
意
」
に
基
づ
く
罪
数
関
係
を
認
め
る
形
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に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
そ
の
一
個
の
「
故
意
」
が
Ａ
と
Ｂ
両
方
に
及
ん
だ
か
否
か
を
問
題
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。「
結
果
」
的
に
は
二
個
の
「
人
の
生
命
」
剥
奪
が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
は
行
為
者
・
被
告
人
の
一
個
の
「
故
意
」
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
刑
法
の
条
文
上
そ
の
「
故
意
」
は
い
ず
れ
の
「
結
果
」
に
も
及
ん
で
い
る
と
解
し
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
意
味
で
、
行
為
者
・
被
告
人
が
一
個
の
「
故
意
」
し
か
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、「
観
念
的
競
合
」
と
い
う
形
で
尊
重

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
な
る
の
で
あ
る(51

)。

こ
の
ほ
か
、「
構
成
要
件
は
、
本
来
、
一
罪
の
類
型
な
の
で
あ
」
り
、「
構
成
要
件
に
一
回
該
当
す
れ
ば
一
罪
で
あ
る
」
と
こ
ろ
、「
殺

傷
罪
の
よ
う
な
一
身
専
属
的
法
益
の
罪
で
は
、「
人
」
と
は
、
本
来
、「
一
人
の
人
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
の
理
由
付
け
も
見
ら
れ(52
)、
確
か
に
、「
構
成
要
件
」
は
さ
し
あ
た
り
既
遂
の
単
独
犯
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
＝
限
縮
的
正
犯
概
念
）

が
、
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
行
為
の
客
体
」
と
の
関
係
で
の
擬
律
・
罪
数
関
係
で
あ
る
の
で
、「
観
念
的
競
合
」
の
観
点
か
ら
二

人
以
上
の
「
人
」
に
対
す
る
「
故
意
犯
」
の
競
合
と
い
う
理
解
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、「
構
成
要
件
」

の
充
足
自
体
に
問
題
は
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
付
け
に
も
な
ろ
う(53
)。

⑤

こ
れ
に
対
し
、
ク
ラ
イ
ン
教
授(54

)は
、「
結
果
発
生
の
可
能
性
認
識
説
」
と
で
も
言
う
べ
き
説
に
立
た
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る(55

)。
す

な
わ
ち
、「
意
思（
W
ille）」を
悪
し
き
決
意（
Entschluß）は
な
い
も
の
の
、良
い
決
意
も
欠
け
て
い
る
場
合
た
る
・「
消
極
的（
negativ）」

悪
し
き
意
思
と
、「
積
極
的
（
positiv）」
悪
し
き
意
思
と
に
分
け
、
後
者
は
、
行
為
者
が
自
己
の
行
為
が
法
律
違
反
の
効
果
（
gesetz-

w
idrige
W
irkung）
を
惹
起
す
る
こ
と
に
な
る
若
し
く
は
惹
起
し
得
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
行
為
を
行
う
故
意

（
V
orsatz）
に
よ
っ
て
表
明
さ
れ
た
意
思
で
あ
り
、
そ
し
て
、
後
者
の
悪
性
（
Bosheit）
は
、
行
為
者
が
法
律
違
反
の
効
果
が
必
然
的

（
nothw
endig）
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
場
合
の
方
が
、
単
に
可
能
的
（
m
öglich）
と
思
っ
た
に
過
ぎ
な
い
場
合
よ
り
も
、
よ
り
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大
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
、
可
能
的
な
場
合
に
つ
い
て
も
、
蓋
然
的
（
W
ahrscheinlichkeit）
な
場
合
と
単
な
る
可
能
的

な
場
合
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
上
述
の
二
つ
の
意
思
に
つ
い
て
も
、
法
律
違
反
の
結
果
（
Erfolg）
が

起
こ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
の
希
望
（
W
unsch）
は
、
大
い
に
考
え
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
希
望
の
存
在
・
不
存
在
が
、
悪
し
き
意
思
の

程
度
に
お
い
て
大
き
な
違
い
と
な
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
。
し
か
し
、
積
極
的
悪
し
き
意
思
の
場
合
、
法
律
違
反
の
結
果
は
起
こ
ら
な
い

で
あ
ろ
う
と
の
希
望
に
も
係
わ
ら
ず
、
消
極
的
悪
し
き
意
思
と
は
異
な
り
、
法
律
違
反
の
効
果
が
生
じ
得
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
以
上
、

そ
の
効
果
が
発
生
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
希
望
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
思
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
報
酬
目
当
て

の
殺
し
屋
が
そ
の
者
の
死
を
い
か
に
望
ん
で
い
な
く
と
も
、
謀
殺
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
。

こ
こ
で
は
、「
故
意
」
と
「
積
極
的
悪
し
き
意
思
」
と
「
悪
し
き
決
意
」
と
が
同
義
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
が
、
や
は
り
結

果
発
生
の
必
然
性
・
蓋
然
性
・
可
能
性
と
い
う
三
段
階
に
分
け
つ
つ
も
、「
積
極
的
悪
し
き
意
思
」
の
場
合
は
、
少
な
く
と
も
「
結
果
」

の
発
生
が
「
可
能
的
」
で
あ
る
こ
と
を
「
認
識
」
し
つ
つ
、「
行
為
」
に
出
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
い
わ
ば
「
認
容
」

的
態
度
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、「
結
果
」
発
生
の
「
可
能
性
」
を
「
認
識
」
し
て
い
た
と
し
て
も
、
常
に
「
結

果
」
が
発
生
す
る
と
も
限
ら
な
い
の
で
、
最
低
限
そ
の
よ
う
な
性
質
の
「
行
為
」
で
あ
る
こ
と
を
「
認
識
」
し
て
「
行
為
」
を
す
る
こ
と

で
足
り
る
こ
と
に
な
り
、
行
為
者
・
被
告
人
の
認
識
面
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
性
質
の
「
行
為
」
で
あ
る
こ
と
の
「
認
識
」
で
足
り
る
と

い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。「
未
遂
」
の
場
合
も
当
該
犯
罪
の
「
故
意
」
あ
り
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。「
希
望
」
に
つ
い
て
の
具
体
例
が
適

切
か
否
か
は
ま
た
別
論
で
あ
ろ
う
が
。
我
々
は
「
行
為
」
そ
れ
自
体
の
「
認
容
」
を
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
、

手
に
持
っ
た
玉
を
射
撃
し
た
場
合
、
た
ま
た
ま
玉
に
命
中
し
た
と
し
て
も
、
元
々
こ
の
よ
う
な
危
険
な
行
為
を
許
容
す
る
こ
と
が
お
か
し

い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
個
別
事
例
ご
と
の
結
論
は
と
も
か
く
、
一
般
論
的
に
言
う
と
、「
殺
人
な
い
し
傷
害
の
未
遂
」
は
否
定
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さ
れ
な
い
こ
と
に
も
な
ろ
う(56

)。

（
19
）
故
意
・
過
失
を
責
任
の
基
礎
と
す
る
心
理
的
責
任
論
と
、
い
わ
ゆ
る
規
範
的
責
任
論
と
の
異
同
・
批
判
に
つ
き
、
植
田
重
正
「
期
待
可
能
性
」
日

本
刑
法
学
会
（
代
表
者
団
藤
重
光
）
編
『
刑
法
講
座
⬣
責
任
』（
昭
和
三
八
年
一
刷
、
同
五
三
年
一
八
刷
）
一
九
頁
以
下
、
堀
内
捷
三
「
責
任
主
義
の

現
代
的
意
義
」
警
察
研
究
六
一
巻
一
〇
号
（
平
成
二
年
）
一
一
頁
、
川
端
博
「
第
二
章
刑
事
責
任
の
本
質

第
三
節
責
任
の
実
質

第
四
款
心
理
的

責
任
論
、
規
範
的
責
任
論
と
実
質
的
責
任
論
」（
同
一
三
年
）「
第
七
章
期
待
可
能
性
論
の
検
討

第
一
節
期
待
可
能
性
論
の
意
義
と
問
題
状
況
」（
昭

和
五
四
年
）「
同

第
四
節
（
補
論
）
期
待
可
能
性
の
理
論
の
再
検
討
」
同
『
責
任
の
理
論

刑
事
法
研
究
第
13
巻
』（
平
成
二
四
年
）
四
〇
頁
以
下
、

一
九
五
以
下
、
二
〇
八
頁
以
下
参
照
。
さ
ら
に
、
故
意
と
過
失
の
理
解
の
仕
方
に
つ
き
、
髙
山
佳
奈
子
「
第
三
章
故
意

第
三
節
故
意
と
過
失
と
の

関
係
㈠
問
題
点
」
同
『
故
意
と
違
法
性
の
意
識
』（
同
一
一
年
一
刷
、
同
二
二
年
三
刷
）
一
三
七
頁
参
照
。
こ
の
ほ
か
、「
道
義
的
責
任
」「
意
思
お
よ

び
行
為
の
自
由
」
そ
し
て
「
故
意
・
過
失
」
の
関
係
に
つ
き
、
小
野
清
一
郎
「
道
義
的
責
任
に
つ
い
て
―
倫
理
学
と
し
て
の
刑
法
学
、
そ
の
二
―

五
行
為
責
任
と
性
格
責
任
」（
昭
和
二
五
年
）
同
『
刑
罰
の
本
質
に
つ
い
て
・
そ
の
他
』（
同
三
〇
年
一
刷
、
同
四
四
年
二
刷
）
九
八
頁
参
照
〔
常
用

漢
字
化
〕。
な
お
、刑
罰
構
成
要
件
の
禁
止（
な
い
し
例
外
的
に
は
命
令
）規
範
性
の
観
点
か
ら
は
、故
意
・
過
失
は「
禁
止
の
素
材（
V
erbotsm
aterie）」

で
あ
る
と
の
理
解
に
も
な
り
得
よ
う
（
V
gl.V
olker
K
rey,D
eutsches
Strafrecht
A
llgem
einer
T
eilBand
1
Grundlagen,T
atbestands-

m
äßigkeit,Rechtsw
idrigkeit,Schuld
3.A
ufl.,(2008)SS.122-Rn.333,243-649）。

し
か
し
て
、「
刑
事
責
任
能
力
」（
刑
法
三
九
条
）
が
あ
る
以
上
、「
規
範
的
責
任
論
」「
期
待
可
能
性
論
」
に
つ
い
て
は
、「
一
般
的
な
」
観
点
か
ら

も
許
容
し
得
る
よ
う
な
「
客
観
的
な
事
情
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
（
こ
の
点
、
荘
子
邦
雄
「
第
七
章

過
失
犯
の
理
論
」「
第
八
章

規
範
的
責
任
論
の
矛
盾
と
期
待
可
能
性
論
の
変
質
」
同
『
刑
法
の
基
礎
理
論
』（
昭
和
四
六
年
一
刷
、
同
五
三
年
三
刷
）
一
三
三
頁
以
下
、
一
五
四
頁

以
下
も
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
団
藤
重
光
「
責
任
能
力
の
本
質
」
前
掲
刑
法
講
座
三
五
頁
以
下
）。
こ
れ
に
対
し
、
西
台
助
手
・
講
師
（
当
時
）
は
「
期

待
可
能
性
」
は
主
観
的
責
任
要
素
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
西
台
満
「「
期
待
可
能
性
」
に
つ
い
て
―
そ
の
標
準
か
ら
の
考
察
―
」
秋
田

大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
人
文
科
学
・
社
会
科
学
二
八
集
（
同
五
三
年
）
八
三
頁
以
下
、
同
「
結
果
的
加
重
犯
と
責
任
主
義
」
同
三
一
集
（
同
五
六
年
）

二
七
上
段
、
二
八
頁
下
段
注
（
3
）
参
照
。
大
塚
仁
「
二
二

期
待
可
能
性
論
」
同
『
刑
法
論
集
⑴
』（
同
五
一
年
一
刷
、
同
五
四
年
五
刷
）
二
三
五

頁
以
下
も
参
照
）
が
、
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
「
暴
れ
馬
（
Leinenfänger）
事
件
」（
V
gl.RG,IV
.Strafsenat.U
rt.23.M
ärz1897,RGSt.Bd.30
S.25ff.

佐
伯
千
仭
「
第
一
章
期
待
可
能
性
の
思
想
の
史
的
発
展

第
二
節
フ
ラ
ン
ク
の
責
任
概
念
の
新
構
成
と
附
随
事
情
論
」（
常
用
漢
字
化
）
同
『
刑
法
に

於
け
る

期
待
可
能
性
の
思
想
』（
昭
和
二
二
年
一
刷
、
同
六
〇
年
復
刻
版
一
刷
）
二
九
頁
以
下
、
板
倉
宏
「
62
期
待
可
能
性
―
あ
ば
れ
馬
事
件
―
」、
我
妻
栄
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編
集
代
表
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
23
ド
イ
ツ
判
例
百
選

重
要
判
例
の
集
大
成
」（
同
三
五
年
）
一
七
四
頁
、
中
森
喜
彦
「
第
18
講
期
待
可
能
性
」
阿
部

純
二
ほ
か
編
著
『
刑
法
基
本
講
座
第
3
巻
違
法
論

責
任
論
』（
平
成
六
年
）
二
七
七
頁
、
藤
木
英
雄
ほ
か
「
第
一
三
章

期
待
可
能
性
」
同
『
◎

勁
草
法
学

案
内
シ
リ
ー
ズ
刑
法
案
内
2
』（
同
二
三
年
）
三
頁
）
と
の
関
連
で
、「
期
待
可
能
性
」
を
過
失
論
に
解
消
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
同
『
理
論
刑
法
』

（
同
一
三
年
）
四
五
頁
参
照
）。
確
か
に
、「
錯
誤
」
に
よ
る
「
誤
信
」
の
場
合
を
も
念
頭
に
置
く
と
「
期
待
可
能
性
」
に
つ
い
て
も
一
貫
し
て
「
主
観
的
」

に
捉
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
現
実
に
「
作
為
」
に
出
て
い
る
場
合
「
主
観
的
」
に
「
期
待
可
能
性
」
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
難

い
で
あ
ろ
う
か
ら
（
こ
れ
に
対
し
、
失
業
保
険
法
三
二
条
・
五
三
条
二
号
の
不
納
付
罪
に
つ
き
、
構
成
要
件
不
該
当
と
し
た
事
例
と
し
て
、
最
一
小

判
昭
和
三
三
年
七
月
一
〇
日
集
一
二
巻
一
一
号
二
四
七
一
頁
が
あ
る
）、
そ
の
後
の
改
説
の
方
が
妥
当
の
よ
う
で
も
あ
る
も
の
の
、「
操
縦
不
可
能
」

だ
か
ら
「
無
過
失
」
と
言
い
得
る
か
と
な
る
と
、
現
場
で
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
従
っ
て
、
そ
も
そ
も
操
縦
自
体
を
見
合
わ
せ
る
か
、
さ
も
な

け
れ
ば
馬
を
取
り
換
え
て
も
ら
う
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
「
期
待
可
能
性
」
の
理
論

の
適
用
が
看
取
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
（
な
お
、
八
木
國
之
「
第
一
編
新
派
刑
法
学
が
現
代
犯
罪
論
に
直
面
す
る
問
題

第
二
章
期
待
可
能
性
論

の
台
頭
と
そ
の
対
応

第
二
節
期
待
可
能
性
論
の
批
判
的
考
察
―
強
制
を
媒
介
と
し
て
―
」（
昭
和
三
四
年
）
同
『
新
派
刑
法
学
の
現
代
的
展
開
』（
同

五
九
年
）
七
九
頁
以
下
も
参
照
）。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
、
む
し
ろ
雇
主
の
「
過
失
不
作
為
犯
」
の
責
任
（
＝
一
種
の
管
理
責
任
）

を
問
う
方
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
20
）
本
稿
に
先
行
す
る
論
稿
と
し
て
、
木
村
靜
子
「
2

責
任
論
の
一
考
察
―
故
意
と
過
失
と
の
区
別
に
つ
い
て
」（
昭
和
二
九
年
）「
3

故
意
と
過

失
と
の
限
界
に
つ
い
て
」（
同
三
〇
年
）「
4

主
観
的
犯
罪
構
成
要
素
と
し
て
の
故
意
」（
同
三
三
年
）「
7

責
任
理
論
の
或
る
史
的
考
察
」（
同
三

七
年
）
同
『
犯
罪
論
集

犯
罪
構
成
と
故
意
・
過
失
』（
平
成
二
八
年
）
二
三
頁
以
下
、
四
三
頁
以
下
、
六
三
頁
以
下
、
一
三
五
頁
以
下
が
あ
る
。
こ

の
第
一
論
文
四
二
頁
注
（
26
）
の
〝
認
識
に
基
づ
く
責
任
〟〝
認
識
の
な
い
こ
と
の
責
任
〟
と
い
う
区
別
（
第
二
論
文
五
二
頁
以
下
も
参
照
）
は
一
つ

の
卓
見
か
と
思
わ
れ
る
（
こ
の
点
、
齊
藤
信
宰
「
故
意
犯
・
過
失
犯
・
犯
意
」
川
端
博
ほ
か
編
著
『
立
石
二
六
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
同
二
二
年
）

三
八
八
、
三
九
一
、
三
九
二
以
下
、
三
九
七
以
下
、
四
〇
〇
以
下
、
四
〇
一
以
下
、
四
〇
六
頁
以
下
、
同
「
故
意
・
過
失
・
錯
誤
」
井
田
良
ほ
か
編

著
『
山
中
敬
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
上
巻
］』（
同
二
九
年
）
三
五
六
、
三
五
九
以
下
、
三
六
二
、
三
六
四
頁
以
下
も
参
照
、
も
っ
と
も
、
結
局
、

「
認
容
説
」
支
持
の
よ
う
で
も
あ
る
〔
前
者
三
九
八
頁
〕）
が
、
例
え
ば
、
法
定
速
度
で
走
行
し
て
い
れ
ば
急
ブ
レ
ー
キ
に
よ
り
轢
き
殺
さ
ず
に
済
ん

だ
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
（
な
お
、
こ
の
点
、
正
田
満
三
郎
「
自
動
車
の
指
定
制
限
速
度
違
反
運
転
に
因
る
死
傷
事
故
と
刑
事
責
任
(１
)(２
）」
判

例
時
報
六
九
三
号
（
昭
和
四
八
年
）
三
頁
以
下
、
同
六
九
五
号
（
同
年
）
三
頁
以
下
も
参
照
）、
無
理
に
横
断
し
よ
う
と
す
る
歩
行
者
を
認
識
し
て
い

た
場
合
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
と
で
、
結
論
に
違
い
が
な
い
と
す
る
と
、
無
理
に
横
断
す
る
歩
行
者
な
ど
は
轢
き
殺
し
て
も
構
わ
な
い
と
考

え
た
場
合
と
で
は
、
前
者
は
や
は
り
「
過
失
」
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
前
者
は
轢
く
気
が
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
後
者
は
轢
く
気
が
あ
っ
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た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
（
な
お
、
最
二
小
決
昭
和
三
三
年
九
月
八
日
集
一
二
巻
一
三
号
二
八
七
三
頁
も
参
照
）。
従
っ
て
、「
認
容
」

と
い
っ
た
情
動
的
な
意
識
に
還
元
さ
れ
得
る
と
し
て
も
、
当
該
刑
罰
法
規
に
該
当
す
る
行
為
・
結
果
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
（
抑
制
し
な
い
で
）

「
行
為
」
に
出
た
、
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
（
抑
制
し
な
い
で
）「
行
為
」
に
出
る
「
意
識
状
態
」
の
「
な
か
み
」
が
問
わ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
ろ
う
（
後
掲
三
①
も
参
照
）。

ま
た
、
ド
イ
ツ
の
学
説
・
判
例
の
紹
介
と
し
て
、
斉
藤
誠
二
「
未
必
の
故
意
と
認
識
の
あ
る
過
失
の
区
別
（
一
）
―
西
ド
イ
ツ
の
学
説
・
判
例
を

中
心
と
し
て
」
判
例
時
報
六
九
三
号
（
昭
和
四
八
年
）
一
〇
頁
以
下
、
同
「
同
（
二
）
―
同
」
同
七
〇
五
号
（
同
年
）
一
八
頁
以
下
、
同
「
同
（
三
・

完
）
―
同
」
同
七
〇
七
号
（
同
年
）
一
二
頁
以
下
が
あ
る
。

な
お
、
拙
稿
「
刑
法
総
論
覚
書
⑷
の
Ⅰ
―
過
失
犯
の
体
系
と
特
に
自
動
車
運
転
上
の
過
失
―
」
成
蹊
法
学
90
号
（
令
和
一
年
）
四
〇
〇
頁
以
下
、

同
「
同
⑷
の
Ⅱ
―
同
―
」
同
91
号
（
同
年
）
三
一
三
頁
は
、「
故
意
犯
」
と
「
過
失
犯
」
の
関
係
に
つ
い
て
の
「
理
念
型
」
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
ほ
か
、
藤
木
ほ
か
「
第
一
一
章

故
意
」
同
・
前
掲
注
（
19
）
刑
法
案
内
1
（
同
年
）
一
九
〇
頁
も
参
照
。

（
21
）
V
gl.K
arl（
Ludw
ig
W
ilhelm
von）
Grolm
ann,Grundsätze
der
Crim
inalrechtsw
issenschaft
nebst
einer
system
atischen

D
arstellung
des
Geistes
der
deutschen
Crim
inalgesetze,(1798〔V
erlag
D
etlev
A
uverm
ann
K
G
Glashütten
im
T
aunus
1970〕)

SS.17,21ff.グ
ロ
ー
ル
マ
ン
氏
は
一
七
九
八
年
に
員
外
教
授
（
außerordentlicher
Professor）、
一
八
〇
〇
年
に
正
教
授
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
）。
な
お
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
の
刑
法
理
論
の
グ
ロ
ー
ル
マ
ン
教
授
達
に
対
す
る
影
響
に
つ
き
、
佐
伯
千
仭
「
第

一
編
刑
事
法
の
歴
史
と
思
想

4
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
大
王
と
刑
法
」（
昭
和
一
四
年
）
中
川
祐
夫
監
修
、
浅
田
和
茂
ほ
か
編
『
刑
事
法
の
歴
史
と
思
想
、

陪
審
制

佐
伯
千
仭
著
作
選
集
第
四
巻
』（
平
成
二
七
年
）
一
二
五
頁
注
（
6
）
参
照
。

（
22
）
中
川
祐
夫
「
一
八
一
三
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
刑
法
典
（
Ⅰ
）」
龍
谷
法
学
二
巻
二
･三
･四
号
（
昭
和
四
五
年
）
二
四
四
頁
下
段
参
照
。
A
uch
vgl.

A
nm
erkungen
zum
Srrafgesetzbuche
für
das
K
önigreich
Baiern.N
ach
den
Protokollen
des
königlichen
geheim
en
Raths.

Erster
Band,(1813〔N
achdruch1986
K
eib
V
erlag
Frankfurt/M
ain〕)S.192ff.-A
rt.65.

（
23
）
V
gl.Feuerbach,Lehrbuch
des
gem
einen
in
D
eutschland
geltenden
Peinlichen
Rechts,(1801)S.521-§.67.不
破
武
夫
「
第
二
章
故
意

論

第
三
節
未
必
の
故
意
」（
昭
和
一
九
年
）
同
『
刑
事
責
任
論
』（
同
二
三
年
）
六
八
頁
、
平
場
安
治
「
責
任
と
故
意
―
事
実
的
故
意
の
体
系
的
地

位
―
第
一
部
」
刑
法
雑
誌
一
二
巻
一
号
（
同
三
六
年
）
三
五
頁
以
下
、
森
井
暲
「
結
果
的
加
重
犯
の
立
法
問
題
―
改
正
刑
法
準
備
草
案
の
批
判
的
考

察
―
」
佐
伯
千
仭
ほ
か
編
著
『
刑
法
改
正
の
諸
問
題

竹
田
直
平
博
士

植
田
重
正
博
士
還
暦
祝
賀
』（
同
四
二
年
）
三
五
頁
、
同
「
結
果
的
加
重
犯
」
法
學
論
叢
六
九

巻
二
号
（
同
三
六
年
）
七
四
以
下
、
七
八
頁
以
下
、
玄
守
道
「
第
4
章

近
代
以
降
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
（
未
必
の
）
故
意
の
展
開
」（
平
成
一
八
年
）

同
『
刑
法
に
お
け
る
未
必
の
故
意

日
・
独
比
較
法
史
研
究
』（
令
和
三
年
）
一
一
四
頁
も
参
照
。
江
木
衷
『
現
行
刑
法
原
論
巻
之
二
』（
明
治
二
七
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年
再
版
）（
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
475
、
平
成
一
九
年
復
刻
版
）
七
九
頁
は
、「
故
意
ニ
基
キ
タ
ル
過
失
」
と
、
小
名
木
明
宏
「
フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ッ

ハ
の
帰
責
論
」
宮
澤
浩
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
同
論
文
集

第
二
巻
刑
法
理
論
の
現
代
的
展
開
』（
平
成
一
二
年
）
一
三
三
頁
は
、

「
故
意
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
過
失
」
と
そ
れ
ぞ
れ
訳
さ
れ
た
（
も
っ
と
も
、
後
者
の
一
四
六
頁
注
（
92
）
参
照
）。

（
24
）
V
gl.H
errn
V
ice=D
irector
von
W
eber
in
T
übingen,U
eber
die
verschiedenen
A
rten
des
D
olus,N
eues
A
rchiv
des

Crim
inalrechts
Siebenten
Bandes
viertes
Stück,(1825)S.571ff.

（
25
）
v.W
eber,a.a.O
.,(A
nm
.24)A
rchiv,S.572.玄
・
前
掲
注
（
23
）
未
必
の
故
意
一
一
五
頁
以
下
参
照
。

（
26
）
玄
・
前
掲
注
（
23
）
未
必
の
故
意
一
一
四
頁
参
照
。

（
27
）
ヴ
ェ
ー
バ
ー
氏
の
「
未
必
の
故
意
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
内
田
「
第
三
章

も
う
一
つ
の
「
概
括
的
故
意
」
に
つ
い
て
」（
平
成
一
年
）
同
・
前

掲
注
（
3
）
犯
罪
構
成
要
件
一
八
九
頁
参
照
。

（
28
）
実
際
、
v.W
eber,a.a.O
.,(A
nm
.24)A
rchiv,S.574
は
、
未
必
の
故
意
と
故
意
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
過
失
と
い
う
新
た
な
概
念
規
定
に
よ
っ
て
、

間
接
故
意
と
い
う
漠
然
と
し
た
概
念
は
全
く
無
用
と
な
っ
た
、
と
評
し
て
い
る
。

（
29
）
例
え
ば
、
日
本
刑
法
に
お
い
て
も
今
日
「
強
盗
殺
人
の
故
意
」
が
あ
る
場
合
端
的
に
二
四
〇
条
後
段
を
適
用
す
る
と
い
う
理
解
が
判
例
と
な
っ
て

い
る
で
あ
ろ
う
（
大
一
･二
･三
刑
連
判
大
正
一
一
年
一
二
月
二
二
日
集
一
巻
八
一
五
〔
八
一
八
、
八
一
九
以
下
〕
頁
、
大
一
刑
判
昭
和
八
年
一
一
月

三
〇
日
集
一
二
巻
二
一
七
七
〔
二
一
八
二
以
下
〕
頁
、
最
二
小
判
同
二
四
年
五
月
二
八
日
集
三
巻
六
号
八
七
三
頁
、
最
一
小
判
同
三
二
年
八
月
一
日

集
一
一
巻
八
号
二
〇
六
五
頁
参
照
。
も
っ
と
も
、
大
三
刑
判
同
一
八
年
四
月
二
三
日
集
二
二
巻
九
六
〔
一
〇
一
〕
頁
。
学
説
と
し
て
は
、
岡
田
庄
作
『
刑

法
原
論
各
論
』（
大
正
五
年
発
行
、
昭
和
四
年
二
〇
版
）
五
七
八
頁
以
下
、
草
野
豹
一
郎
「
第
一
一
刑
法
第
二
百
四
十
条
の
解
釈
」
同
『
刑
事
法
学

の
諸
問
題
✅
』（
昭
和
二
六
年
）
二
八
〇
頁
以
下
〔
常
用
漢
字
化
〕、
木
村
亀
二
「
結
果
的
加
重
犯
の
未
遂
―
強
盗
殺
人
罪
を
中
心
と
し
て
―
」（
同
三

二
年
）
同
『
刑
法
の
基
本
問
題
』（
同
五
四
年
）
三
二
〇
頁
以
下
（
但
し
、
判
例
と
は
理
由
付
け
を
異
に
す
る
）
参
照
。
こ
の
ほ
か
、
中
野
次
雄
「
強

盗
致
死
傷
罪
・
強
盗
強
姦
罪
」
小
野
清
一
郎
ほ
か
編
集
代
表
、
佐
伯
千
仭
ほ
か
編
『
総
合
判
例
研
究
叢
書
刑
法
⑽
』（
同
三
三
年
）
二
〇
一
頁
以
下
も

参
照
）
が
、
か
つ
て
は
二
四
〇
条
後
段
の
ほ
か
に
一
九
九
条
も
競
合
的
に
成
立
し
得
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
（
大
一
刑
判
明
治
四
三
年
五
月
三
一
日

録
一
六
輯
一
〇
二
一
〔
一
〇
二
二
以
下
、
一
〇
二
四
〕
頁
、
大
二
刑
判
同
年
一
〇
月
二
七
日
録
一
六
輯
一
七
六
四
〔
一
七
六
七
以
下
、
一
七
六
九
〕
頁
、

大
一
刑
判
大
正
四
年
二
月
二
六
日
録
二
一
輯
一
六
四
〔
一
六
六
〕
頁
、
大
三
刑
判
昭
和
六
年
一
一
月
一
八
日
新
聞
三
三
五
三
号
一
三
頁
、
な
ど
の
ほ
か
、

香
川
達
夫
「
第
三
章

結
果
的
加
重
犯
」（
昭
和
三
八
年
）
同
『
刑
法
解
釈
学
の
基
本
問
題
』（
同
五
七
年
）
二
八
頁
、
佐
伯
和
也
「
結
果
的
加
重
犯

の
未
遂
―
ド
イ
ツ
の
議
論
を
中
心
に
―
」
關
西
大
學
法
學
論
集
五
六
巻
五
＝
六
号
（
平
成
一
九
年
）
一
六
一
頁
も
参
照
。
強
姦
致
死
・
殺
人
に
つ
い

て
は
、
大
三
刑
判
大
正
四
年
一
二
月
一
一
日
録
二
一
輯
二
〇
八
八
〔
二
〇
九
〇
〕
頁
、
最
一
小
判
昭
和
三
一
年
一
〇
月
二
五
日
集
一
〇
巻
一
〇
号
一
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四
五
五
〔
一
四
五
六
、
一
四
八
一
、
一
四
八
九
以
下
〕
頁
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
中
森
喜
彦
『
刑
法
各
論

第
4
版
』（
平
成
二
七
年
）
七
〇
頁
）
と

こ
ろ
、
取
り
敢
え
ず
「
故
意
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
過
失
」
類
型
と
し
て
の
二
四
〇
後
段
が
成
立
す
る
と
考
え
た
上
で
（
な
お
、
内
田
浩
「
第
3
章

結
果
的
加
重
犯
の
歴
史
的
考
察
」
同
『
結
果
的
加
重
犯
の
構
造
』（
平
成
一
七
年
）
四
以
下
、
五
〇
以
下
、
七
四
頁
以
下
参
照
）、
余
分
な
故
意
は
別

個
に
付
け
加
え
ら
れ
る
と
解
し
得
る
点
で
、理
論
的
に
は
分
析
的
に
厳
密
に
捉
え
る
仕
方
で
あ
る
と
言
え
な
く
も
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、「
二

四
〇
条
後
段
が
殺
人
の
故
意
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
と
を
同
一
法
条
に
一
括
し
て
規
定
し
、
同
じ
法
定
刑
で
の
ぞ
ん
で
い
る
と
す
る
点
に
基
本
的
な

疑
問
が
あ
る
。
殺
人
の
故
意
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
と
は
、
刑
法
上
は
本
質
的
に
そ
の
評
価
を
異
に
す
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
（
三
八
条
参
照
）。」

（
竹
内
正
「
強
盗
殺
人
を
め
ぐ
る
擬
律
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
一
六
号
（
昭
和
四
八
年
）
一
二
四
頁
四
段
参
照
）
と
の
批
判
も
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
30
）
も
っ
と
も
、
フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ハ
教
授
自
身
も
、
こ
の
類
型
は
通
常
故
意
の
一
種
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
お
り
、
間
接
故
意
（
dolus
indirectus）

と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
た
（
V
gl.Feuerbach,a.a.O
.,(A
nm
.23)Lehrbuch,§67）
が
、
A
nselm
Ritter
v.Feuerbach,Leh-

rbuch
des
gem
einen
in
D
eutschland
gültigen
Peinlichen
Rechts,
herausgegeben
von
C.J.A
M
itterm
aier,14.A
ufl.,(1847

〔
SCIEN
T
IA
V
ERLA
G
A
A
LEN
1973〕)§60
で
は
、
間
接
故
意
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
表
現
に
な
っ
て
い
る
（
不
破
・
前
掲
注
（
23
）
刑

事
責
任
論
六
八
頁
も
参
照
）。
こ
の
点
、
内
田
「
序
章

問
題
の
所
在
」「
第
3
章

同
」
同
・
前
掲
注
（
29
）
結
果
的
加
重
犯
四
以
下
、
五
〇
以
下
、

七
四
頁
以
下
参
照
。

（
31
）
CarlGeorg
W
ächter,Lehrbuch
des
Röm
isch=T
eutschen
Strafrechts
Erster
T
heil,(1825)S.127-§.78A
nm
.53）
も
、「
結
果
が
避

け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
ケ
ー
ス
」
を
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
32
）
こ
の
点
、
D
an
W
.M
orkel,A
bgrenzung
zw
ischen
vorsätzlichen
und
fahrlässiger
Straftat,N
StZ1981,H
eft5
S.176〔rechts〕ff.は
、

「
刑
法
上
の
非
難
は
、
行
為
者
が
そ
の
行
為
の
結
果
を
志
向
し
若
し
く
は
必
然
的
な
も
の
と
し
て
予
見
し
た
（
entw
eder
anstrebte
oder
sie
als

notw
endig
voraussah）
場
合
に
、
そ
の
行
為
者
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
（
直
接
の
故
意
〔
direkter
V
orsatz〕）。」
と
解
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
今
日
的
に
も
「
直
接
の
故
意
」
と
の
関
係
で
、「
必
然
性
」
ま
で
定
義
中
に
取
り
込
む
見
解
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
見
解
は
、「
行

為
者
の
（
主
観
的
）「
心
情
（
Gesinnung）」」
に
着
目
す
る
「
故
意
論
」
の
よ
う
で
あ
る
。「
過
失
行
為
者
が
非
難
さ
れ
る
の
は
、
状
況
下
で
必
要
な

注
意
（
Sorgfalt）
を
犯
し
た
こ
と
で
あ
る
。」
と
も
あ
り
、「
注
意
」
と
い
う
こ
と
で
主
観
性
を
免
れ
て
い
る
訳
で
も
あ
る
ま
い
が
、「
故
意
」
の
方

は
「
選
択
し
て
い
る
（
w
ählt）」
こ
と
を
重
視
す
る
趣
旨
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
、
木
村
亀
二
『
刑
法
総
論

法
律
学
全
集
40
』（
昭
和
三
四
年
）

五
八
頁
以
下
も
参
照
。

（
33
）
玄
・
前
掲
注
（
23
）
未
必
の
故
意
一
二
六
頁
参
照
。

（
34
）
V
gl.P.J.A
.Feuerbach,A
.A
bhandlungen.
V
.Betrachtungen
über
dolus
und
culpa
überhaupt
und
den
dolus
indirectus
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insbesondere,L.H
.von
A
lm
endingen
u.a.,Bibliothek
des
peinlichen
Rechts
der
peinlichen
Gesetzgebung
und
Gesetzkunde

Zw
eiter
T
heil,(1804〔N
achduck1985
K
eib
V
erlag
Frankfurt/M
ain〕)S.234.前
掲
注
（
15
）
の
ほ
か
、
内
田
文
昭
「
第
三
編
過
失
犯
論
の
史

的
展
開
に
つ
い
て

第
二
章
中
世
イ
タ
リ
ア
法
学
の
「
過
失
犯
」
か
ら
カ
ロ
リ
ナ
刑
法
典
の
「
過
失
犯
」
へ

三
カ
ル
プ
ツ
ォ
フ
＝
ベ
ー
マ
ー
の
「
過

失
犯
」
論
」（
昭
和
四
九
年
）
同
『
犯
罪
概
念
と
犯
罪
論
の
体
系
』（
平
成
二
年
）
二
四
四
頁
以
下
、
大
庭
沙
織
「
認
識
形
成
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
故
意
」

高
橋
則
夫
ほ
か
編
著
『
曽
根
威
彦
先
生

田
口
守
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
［
上
巻
］』（
同
一
六
年
）
五
一
七
頁
参
照
。

（
35
）
か
つ
て
荘
子
博
士
は
「
法
定
的
符
合
説
」
に
対
し
、「
甲
を
殺
す
犯
意
の
も
と
に
発
砲
し
た
と
こ
ろ
乙
を
殺
し
た
と
い
う
事
例
に
つ
き
‐
‐
‐
乙
は

甲
に
対
す
る
銃
撃
に
驚
い
て
電
柱
か
ら
墜
落
死
し
た
電
線
工
夫
で
あ
る
ば
あ
い
、
天
井
で
昼
寝
を
し
て
い
た
泥
棒
で
あ
っ
た
ば
あ
い
‐
‐
‐
故
意
既

遂
を
み
と
め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。」
と
い
う
例
を
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
荘
子
邦
雄
「
法
定
的
符
合
説
」
日
本
刑
法
学
会
編
・
前
掲
注
（
19
）
刑

法
講
座
一
一
一
頁
参
照
。
同
旨
、
福
田
平
「
方
法
の
錯
誤
に
関
す
る
覚
書
―
法
定
的
符
合
説
に
つ
い
て
の
再
考
―
」（
昭
和
五
六
年
）
同
『
刑
法
解
釈

学
の
主
要
問
題
』（
平
成
二
年
）
一
〇
〇
頁
）。「
電
線
工
夫
」
は
通
常
「
命
綱
」
を
付
け
て
い
る
と
す
れ
ば
、
驚
い
た
と
し
て
も
「
墜
落
死
」
す
る
こ

と
は
考
え
難
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
同
旨
、
大
谷
・
前
掲
注
（
18
）
井
上
還
暦
九
頁
）。「
天
井
で
昼
寝
を
し
て
い
た
泥
棒
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
実
例
の
よ
う
な
判
例
が
出
て
お
り
（
最
二
小
決
平
成
一
四
年
二
月
一
四
日
集
五
六
巻
二
号
八
六
頁
参
照
。
な
お
、
小
出
錞
一
「
⨢

打
撃
の
錯
誤
」

大
塚
仁
ほ
か
編
『
新
実
例
刑
法
［
総
論
］』（
平
成
一
三
年
一
刷
、
同
一
九
年
三
刷
）
一
五
九
頁
も
参
照
）、
従
っ
て
、
前
者
は
否
定
的
、
後
者
は
肯
定

的
と
の
結
論
が
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
36
）
実
際
、
今
日
の
ド
イ
ツ
刑
法
典
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
結
果
的
加
重
犯
は
「
故
意
に
（
V
orsätzlich）」
行
わ
れ
た
範
疇
と
し
て
、
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
一
一
条
二
項
。
四
條
北
斗
「
結
果
的
加
重
犯
の
未
遂
に
つ
い
て
」
桐
蔭
論
叢
17
号
（
平
成
一
九
年
）
二
六
頁
左
参
照
、
も
っ

と
も
、
二
七
右
以
下
、
二
九
頁
左
）。

（
37
）
こ
の
点
、
い
わ
ゆ
る
ヴ
ェ
ル
サ
リ
の
原
則
上
導
き
出
さ
れ
得
る
帰
結
に
つ
き
、
鈴
木
憲
一
「
ヴ
ェ
ル
サ
リ
の
原
則
と
錯
誤
概
念
―
方
法
の
錯
誤
を

中
心
と
し
て
―
」
東
北
学
院
大
学
法
学
研
究
年
誌
一
号
（
昭
和
五
八
年
）
一
四
頁
参
照
。

（
38
）
こ
の
ほ
か
、
徹
頭
徹
尾
「
故
意
行
為
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
「
故
意
犯
」
が
成
立
し
得
な
い
訳
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
（
例
え
ば
、
横
浜
地

判
昭
和
五
八
年
七
月
二
〇
日
判
時
一
一
〇
八
号
一
三
八
頁
、
村
瀬
均
「
第
2
編
罪

第
9
章
放
火
及
び
失
火
の
罪

第
108
条
（
現
住
建
造
物
等
放
火
）

Ⅲ
行
為

2
実
行
の
着
手
⑵
実
行
の
着
手
の
具
体
例
⒝
ガ
ソ
リ
ン
撒
布
等
」
大
塚
仁
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
法
第三版
第
7
巻
〈
第
108
条
～
第

147
条
〉』（
平
成
二
六
年
）
五
二
頁
以
下
、
前
田
雅
英
編
集
代
表
『
解
法
条
刑
第4版
』（
令
和
二
年
）
三
五
八
頁
、
最
一
小
決
平
成
一
六
年
三
月
二
二
日
集
五
八

巻
三
号
一
八
七
頁
、
同
判
同
三
〇
年
三
月
二
二
日
集
七
二
巻
一
号
八
二
頁
、
大
二
刑
判
大
正
一
二
年
四
月
三
〇
日
集
二
巻
三
七
八
頁
、
木
村
・
前
掲

注
（
32
）
総
論
二
二
五
頁
注
（
11
）、
福
田
平
「
第
7
章
犯
罪
の
不
成
立
及
び
刑
の
減
免
〔
故
意
・
過
失
〕
第
38
条
」
団
藤
重
光
責
任
編
集
『
注
釈
刑
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法
(2)のII

総
則
⑶
§§
38
～
72
』（
昭
和
四
四
年
一
刷
、
同
四
八
年
六
刷
）
三
四
一
頁
、
同
ほ
か
「〔
第
一
九
話
〕
錯
誤
論
を
め
ぐ
る
諸
問
題
⑵
」
同
ほ
か
『
対

談
刑
法
総
論
(中)

法
学
教
室
選
書
』（
同
六
一
年
）
一
五
八
頁
以
下
、
植
松
正
『
再訂
刑
法
概
論
Ⅰ
総
論
』（
同
四
九
年
）
二
六
〇
頁
、
山
口
厚
『
刑
法

総
論
[第3版]
』（
平
成
二
八
年
）二
三
一
頁
、町
野
朔『
法
律
学
の
森

刑
法
総
論
』（
令
和
一
年
）一
四
五
頁
参
照
。
A
uch
vgl.RO
BERT
V
O
N
H
IPPEL,

D
EU
T
SCH
ES
ST
RA
FRECH
T
Band2
D
as
V
erbrechen
A
llgem
eine
Lehren,(1930〔SCIEN
T
IA
V
ERLA
G
A
A
LEN
・
1971〕)S.337

Fußn.1.斉
藤
誠
二
「
い
わ
ゆ
る
概
括
的
故
意
を
め
ぐ
っ
て
（
上
）（
二
･完
）」
警
察
研
究
五
〇
巻
一
二
号
（
昭
和
五
四
年
）
一
五
頁
、
五
一
巻
二
号
（
同

五
五
年
）
二
九
頁
参
照
）、
す
な
わ
ち
、「
故
意
行
為
」
に
出
て
た
ま
た
ま
「
過
失
」
的
に
結
果
が
発
生
し
た
場
合
も
、「
故
意
犯
」
の
成
立
を
認
め
得

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
故
意
行
為
」
に
よ
っ
て
「
実
行
の
着
手
」
と
な
り
「
未
遂
」
の
段
階
に
至
っ
た
以
上
、
そ
の
後
の
経
過
は
「
因
果
関
係
」

の
範
囲
内
か
否
か
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
（
こ
の
点
、
西
村
秀
二
「
17
概
括
的
故
意
、
因
果
関
係
の
錯
誤
」
堀
内

捷
三
ほ
か
編
著
『
判
例
に
よ
る
ド
イ
ツ
刑
法
（
総
論
）』（
昭
和
六
二
年
）
九
七
頁
以
下
も
参
照
）。

（
39
）
V
gl.P.J.A
.Feuerbach,a.a.O
.,(A
nm
.34)Betrachtungen,S.242ff.

（
40
）
V
gl.Gallus
A
loys
K
leinschrod̓
s
system
atische
Entw
ickelung
der
Grundbegriffe
und
Grundw
ahrheiten
des
peinlichen

Rechts
nach
der
N
atur
der
Sache
und
der
positiven
Gesetzgebung
Erster
T
heil3.A
usg.,(1805〔N
achdruck1985
K
eip
V
erlag

Frankfurt/M
ain〕)S.41ff.不
破
・
前
掲
注
（
23
）
刑
事
責
任
論
六
五
頁
以
下
、
玄
「
序
章

本
書
の
目
的
」「
第
3
章

近
代
ま
で
の
ド
イ
ツ
に
お

け
る
故
意
論
の
展
開
」（
平
成
一
七
年
）
同
・
前
掲
注
（
23
）
未
必
の
故
意
二
以
下
、
六
四
、
八
〇
、
八
四
以
下
、
八
九
以
下
、
九
一
以
下
、
九
三
以
下
、

一
一
四
以
下
、
一
一
八
以
下
、
一
二
九
、
一
六
六
以
下
、
二
一
六
、
二
六
一
頁
以
下
参
照
。

（
41
）
前
掲
注
（
4
）
の
ほ
か
、
Peter
N
oll,T
atbestand
und
Rechtsw
idrigkeit：
D
ie
W
ertabw
ägung
als
Prinzip
der
Rechtfertigung,

ZStW
Bd.77,(1965)S.5;Ingeborg
Puppe,Zur
Revision
der
Lehre
von》konkreten《V
orsatz
und
der
Beachtlichkeit
der
aberatio

ictus,GA
1981S.1ff.も
参
照
。

（
42
）
V
gl.K
leinschrod,a.a.O
.,(A
nm
.40)system
atische
E.,S.60;auch
A
lbert
Friedrich
Berner,Lehrbuch
des
D
eutschen
Strafrechtes,

（
1857〔N
achdruck1985
K
eib
V
erlag
Frankfurt/M
ain〕)S.146B.-§97;18.A
ufl.,(1898〔1986
SCIEN
T
IA
V
ERLA
G
A
A
LEN
〕)S.129B.

-§.71.

（
43
）
大
塚
仁
「〔
10
〕
構
成
要
件
的
錯
誤
⑴
」
同
ほ
か
編
著
『
演習
刑
法
総
論

新
演
習
法
律
学
講
座
15
』（
昭
和
五
八
年
）
六
八
頁
は
こ
の
点
を
強
調
さ
れ
、

「
Ｂ
に
対
し
て
は
、
過
失
致
傷
罪
が
み
と
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
さ
れ
る
（
同
旨
、
福
田
平
「
判
批
」（
同
五
五
年
）
同
・
前
掲
注
（
35
）
主
要

問
題
二
三
三
頁
）。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
あ
る
意
味
で
は
常
識
的
と
も
言
え
よ
う
が
、
刑
法
条
文
の
一
般
的
・
抽
象
的
規
定
形
式
か
ら
す
る
と
、「
数

故
意
犯
説
」
も
成
り
立
た
な
い
訳
で
は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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（
44
）
こ
の
点
、
中
山
研
一
「
第
9
講
故
意
の
構
造

4
同
一
構
成
要
件
内
の
錯
誤
と
具
体
的
符
合
説
お
よ
び
法
定
的
符
合
説
」
同
『
大
塚
刑
法
学
の
検
討
』

（
昭
和
六
〇
年
）
二
五
四
頁
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
大
阪
高
判
平
成
一
四
年
九
月
四
日
判
タ
一
一
一
四
号
二
九
三
頁
は
、「
構
成
要
件
的
評
価
の
観
点

か
ら
み
て
法
的
に
人
と
し
て
同
価
値
で
あ
る
」
か
否
か
と
の
観
点
か
ら
、「
兄
」
で
あ
り
か
つ
「
救
助
す
べ
き
「
人
」
で
あ
る
」
ケ
ー
ス
に
つ
き
、「
お

よ
そ
故
意
の
符
合
を
認
め
る
根
拠
に
欠
け
る
と
」
結
論
付
け
て
い
る
（
二
九
七
頁
一
段
。
小
出
・
前
掲
注
（
35
）
新
実
例
刑
法
一
五
八
頁
も
参
照
）。

こ
の
論
理
を
貫
く
と
、「
客
体
の
錯
誤
」
に
つ
い
て
も
「
故
意
」
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
（
こ
の
点
、
齊
藤
彩
子
「
判

批
」
金
沢
法
学
四
七
巻
一
号
（
平
成
一
六
年
）
三
五
一
、
三
五
八
頁
注
（
39
）
参
照
。
な
お
、
樋
笠
尭
士
「
同
一
構
成
要
件
間
に
お
け
る
方
法
の
錯

誤
の
取
り
扱
い
―
修
正
さ
れ
た
行
為
計
画
説
の
立
場
か
ら
―
」
中
央
大
学
大
学
院
研
究
年
報
43
号
法
学
研
究
科
篇
2013（
同
二
六
年
）
二
四
六
、
二

四
八
頁
左
の
ほ
か
、
佐
伯
仁
志
「
刑
法
判
例
の
動
き
」
Juristジ
ュ
リ
ス
ト
平
成
15
年
度
重
要
判
例
解
説

2004・
6・
10
臨
時
増
刊
号
N
o.1269
一

四
九
頁
左
も
参
照
）。
あ
る
い
は
、「
誤
想
過
剰
防
衛
」
と
し
て
「
刑
の
免
除
」
の
判
断
を
す
る
（
刑
法
三
六
条
二
項
）
方
が
無
難
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
で
あ
ろ
う
（
こ
の
点
、
齊
藤
・
前
掲
三
五
三
頁
注
（
7
）
の
ほ
か
、
百
合
草
浩
治
「
判
批
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二
〇
五
号
（
同
一
六
年
）

二
九
四
頁
以
下
も
参
照
）。

（
45
）
大
谷
・
前
掲
注
（
18
）
井
上
還
暦
九
以
下
、
一
二
頁
参
照
。

（
46
）
い
わ
ゆ
る
概
括
的
故
意
の
事
例
（
例
え
ば
、
東
京
高
判
昭
和
四
五
年
八
月
一
一
日
高
集
二
三
巻
三
号
五
二
四
頁
参
照
）
も
、「
行
為
の
性
質
」
に
つ

い
て
の
「
認
識
」
面
が
大
き
い
も
の
と
言
え
よ
う
し
、
い
わ
ゆ
る
離
隔
犯
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
得
る
面
が
あ
ろ
う
（
井
田
良
「
故
意
に
お

け
る
客
体
の
特
定
お
よ
び
「
個
数
」
の
特
定
に
つ
い
て
」
刑
法
雑
誌
二
七
巻
三
号
（
昭
和
六
一
年
）
三
九
頁
以
下
、
小
田
直
樹
「「
具
体
的
」
予
見
可

能
性
に
つ
い
て
」
廣
島
法
学
一
四
巻
四
号
（
平
成
三
年
）
一
八
四
以
下
、
二
〇
五
頁
参
照
）。
確
か
に
「
概
括
的
」
に
は
「
故
意
」
を
認
め
得
る
と
言

え
な
く
も
な
か
ろ
う
（
こ
の
点
、
香
川
達
夫
「
第
六
講

錯
誤
論
の
諸
問
題
」
同
『［
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
］
刑
法
の
解
釈
』（
昭
和
六
〇
年
）
八
五
頁
、
曽

根
威
彦
「
第
二
部
総
論

４
過
失
犯
と
事
実
の
錯
誤
」（
平
成
二
年
）
同
『
刑
法
に
お
け
る
実
行
・
危
険
・
錯
誤
』（
同
三
年
）
八
〇
頁
以
下
参
照
）
が
、

そ
の
実
体
は
か
な
り
希
薄
化
し
た
も
の
と
な
る
こ
と
も
否
め
ま
い
。

（
47
）
こ
の
点
、
最
三
小
判
昭
和
二
五
年
七
月
一
一
日
集
四
巻
七
号
一
二
六
一
〔
一
二
六
四
以
下
〕
頁
の
ほ
か
、
大
一
刑
判
大
正
九
年
三
月
一
六
日
録
二

六
輯
一
八
五
〔
一
八
九
以
下
〕

頁
も
参
照
。

（
48
）
平
野
龍
一
「
八
具
体
的
法
定
符
合
説
に
つ
い
て
」（
昭
和
五
五
年
）
同
『
犯
罪
論
の
諸
問
題
(上)
総
論

刑
事
法
研
究
第
2
巻
Ⅰ
』（
同
五
六
年
）
七

一
頁
の
ほ
か
、
香
川
「
第
五
講

錯
誤
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」
同
・
前
掲
注
（
46
）
刑
法
の
解
釈
七
〇
頁
以
下
も
参
照
。

（
49
）
大
谷
・
前
掲
注
（
18
）
井
上
還
暦
一
一
頁
以
下
参
照
。

（
50
）
例
え
ば
、
福
田
平
「
方
法
の
錯
誤
と
故
意
の
個
数
に
つ
い
て
の
覚
書
」（
平
成
九
年
）
同
『
刑
法
解
釈
学
の
諸
問
題
』（
同
一
九
年
）
五
〇
頁
参
照
。
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こ
の
ほ
か
、
同
・
前
掲
注
（
43
）
主
要
問
題
二
三
二
頁
以
下
も
参
照
。

（
51
）
な
お
、
こ
の
点
、
中
野
次
雄
「
方
法
の
錯
誤
と
い
わ
ゆ
る
故
意
の
個
数
」
平
場
安
治
ほ
か
編
著
『
團
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集

第
二
巻
』（
昭

和
五
九
年
）
二
〇
七
以
下
、
二
一
〇
、
二
一
六
頁
、
大
谷
實
「
第
一
部
責
任
論
の
展
望

八
事
実
の
錯
誤
と
故
意
の
個
数
」（
同
五
七
年
）
同
『
刑
事

責
任
論
の
展
望

刑
事
法
学
研
究
第
二
巻
』（
同
五
八
年
）
九
〇
頁
参
照
。
さ
ら
に
、
東
京
高
判
平
成
六
年
六
月
六
日
高
集
四
七
巻
二
号
二
五
二
〔
二

六
六
〕
頁
、
同
一
四
年
一
二
月
二
五
日
判
タ
一
一
六
八
号
三
〇
六
〔
三
〇
九
左
〕
頁
の
ほ
か
、
A
LEX
A
N
D
ER
LÖ
FFLER,§8.D
as
gem
eine
rö-

m
ische-germ
anische
Recht
von
der
Glosse
bis
gegen
Ende
des
18.Jahrhunderts.III.D
ie
T
heorie
von
Carpzov
bis
zum
Ende

des
18.Jahrhunderts,derselbe,D
IE
SCH
U
LD
FO
RM
EN
D
ES
ST
RA
FRECH
T
S
IN
V
ERGLEICH
EN
D
―H
IST
O
RISCH
ER
U
N
D

D
O
GM
A
T
ISCH
ER
D
A
RST
ELLU
N
G,(1895)S.169ff.長
井
長
信
「
事
実
の
錯
誤
に
関
す
る
学
説
史
的
考
察
（
三
）
―
「
方
法
の
錯
誤
」
を
め

ぐ
る
議
論
を
中
心
と
し
て
―
」
南
山
法
学
14
巻
2
･3
･4
合
併
号
（
平
成
三
年
）
一
一
二
頁
以
下
、
内
田
「
第
三
編
同

第
二
章
同

一
イ
タ
リ
ア

法
学
に
お
け
る
「
ク
ル
パ
」
三
同
」
同
・
前
掲
注
（
34
）
犯
罪
概
念
二
一
三
、
二
一
五
、
二
四
八
、
二
四
九
注
（
3
）、
二
五
一
、
二
五
六
、
二
七
七

頁
も
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
城
下
裕
二
「
数
故
意
犯
説
と
責
任
主
義
」
井
田
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
20
）
山
中
古
稀
三
九
〇
頁
は
、
前
掲
東
京
高
判

平
成
一
四
年
一
二
月
二
五
日
と
の
関
連
で
、
法
定
的
符
合
説
の
数
故
意
犯
説
に
つ
き
、
故
意
犯
と
し
て
の
事
実
認
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
量
刑
に
お
け

る
「
過
失
犯
」
的
評
価
の
不
自
然
さ
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
安
田
拓
人
「
講
座
刑
法
総
論
の
基
礎
に
あ
る
も
の

第
3
回
故
意
と
錯
誤
⑵
」
法
学
教

室
四
八
九
号
（
令
和
三
年
）
一
三
五
頁
右
以
下
も
参
照
）、
確
か
に
そ
の
よ
う
に
も
言
い
得
る
よ
う
に
も
見
え
よ
う
が
、「
犯
罪
」
と
し
て
何
罪
が
成

立
す
る
か
と
い
う
問
題
と
、「
量
刑
」
上
ど
の
程
度
の
刑
に
す
る
か
、
そ
の
際
の
考
慮
要
素
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
由
を
考
慮
す
る
か
と
は
必
ず
し
も

一
致
す
る
と
も
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
樋
笠
・
前
掲
注
（
44
）
研
究
年
報
二
三
一
頁
右
以
下
は
、
⑴
❟
①
㋗
及
び
⑵
③

で
参
照
し
た
最
三
小
判
昭
和
五
三
年
七
月
二
八
日
に
つ
き
、
通
行
人
を
認
識
し
た
上
で
発
砲
し
た
だ
け
で
は
、
通
行
人
に
対
し
て
は
殺
人
未
遂
罪
が

成
立
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
が
、「
強
盗
の
機
会
」
で
あ
る
以
上
、「
強
盗
殺
人
未
遂
罪
」
が
成
立
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
52
）
柏
木
千
秋
「
法
定
的
符
合
説
と
罪
数
―
具
体
的
符
合
説
の
基
礎
づ
け
試
論
―
」
平
場
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
51
）
團
藤
古
稀
二
五
九
頁
参
照
。

（
53
）
V
gl.U
D
O
JA
N
ISZEW
SK
I,Zur
Problem
atik
der
aberration
ictus,M
D
R7/1985
S.534〔links〕は
、
純
粋
な
「
故
意
の
問
題
（
V
orsatz-

problem
）」
で
は
な
く
、「
帰
責
可
能
性
（
Zurechenbarkeit）」
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

理
解
は
、
行
為
者
・
被
告
人
自
身
の
「
故
意
」
を
刑
法
上
常
に
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
に
つ
い
て
の
見
解
の
相
違
に
帰
せ
ら
れ
る
こ
と
に

も
な
ろ
う
（
な
お
、
藤
木
ほ
か
「
第
一
〇
章

責
任
主
義
と
責
任
論
の
基
礎
」
同
・
前
掲
注
（
20
）
刑
法
案
内
一
七
二
頁
、
井
田
・
前
掲
注
（
４
）「
同

（
二
）」
同
五
八
巻
一
〇
号
（
同
年
）
六
五
頁
も
参
照
）。
こ
の
点
、
さ
ら
に
、
大
塚
博
士
は
、「
法
定
的
符
合
説
は
、「
故
意
が
な
い
場
合
に
、
故
意
が

あ
る
と
評
価
す
る
」
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
故
意
を
認
定
し
う
る
実
態
が
備
わ
っ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
事
実
を
踏
ま
え
つ
つ
、
故
意
が
あ
る
と
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い
う
評
価
を
す
る
も
の
だ
と
」
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
大
塚
仁
「
事
実
の
錯
誤
に
つ
い
て
」
月
刊
法
学
教
室
一
三
号
（
昭
和
五
六
年
）
二
三
頁
三
段
参
照
）

が
、「
故
意
」
の
対
象
の
う
ち
「
行
為
の
客
体
」
に
つ
い
て
は
同
じ
「
人
」
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、「
数
」
に
つ
い
て
は
同
じ
「
人
」
に
向
け
ら
れ
て

い
る
に
も
係
わ
ら
ず
観
念
的
競
合
と
考
え
な
い
と
い
う
の
は
、「
法
定
的
符
合
説
」
を
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
（
橋
爪
隆
「
第
７
章

事
実
の
錯
誤
に
つ
い
て
」
同
『
法
学
教
室

LIBRA
RY
刑
法
総
論
の
悩
み
ど
こ
ろ
』（
令
和
二
年
一
四
八
頁
参
照
）。一
個
の
「
故
意
」
行
為
に
よ
る
「
人
」
に

対
す
る
「
結
果
（
実
害
）」
発
生
な
い
し
そ
の
可
能
性
と
い
う
意
味
で
、
違
い
は
な
か
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

（
54
）
ク
ラ
イ
ン
教
授
は
、
一
七
九
一
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
ま
で
、
ハ
レ
大
学
長
兼
法
学
部
長
で
あ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
V
gl.ErnstFerdinand
K
lein,

Grundsätze
der
natürlichen
Rechtsw
issenschaft
nebst
einer
Geschichte
derselben(1797〔Scripter
V
erlag
K
önigstein/T
s.

1979〕）;Franz
v.Liszt,19.E.F.K
lein
und
die
unbestim
m
te
V
erurteilung.Ein
Beitrag
zur
preußischen
K
rim
inalpolitik
des
19.

Jahrhunderts,derselbe,Strafrechtliche
A
ufsätze
und
V
orträge
Zw
eiter
Band,(1905〔W
alter
de
Gruyter&
Co.,Berlin1970〕)S.

133）。

（
55
）
V
gl.E.F.K
lein,V
om
U
nterschiede
zw
ischen
dolus
und
culpa
in
Beziehung
aufV
erbrechen
und
Strafe,A
rchiv
des
Crim
inal-

rechts
Bd.1,(1799)SS.56ff.,61ff.わ
た
く
し
は
、
奇
し
く
も
本
論
文
発
行
の
二
〇
〇
年
後
に
、
ハ
レ
大
学
を
訪
問
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
（
拙
稿
「
ド

イ
ツ
刑
法
典
の
「
横
領
罪
」
に
関
す
る
予
備
的
一
考
察
」
九
州
大
学
法
政
研
究
六
六
巻
二
号
（
平
成
一
一
年
）
一
九
四
頁
注
（
16
）
参
照
）。
な
お
、

ハ
レ
大
学
に
つ
い
て
は
、
日
髙
義
博
『
刑
法
総
論
』（
同
二
七
年
）
五
五
頁
も
参
照
。

（
56
）
も
っ
と
も
、
中
義
勝
「
未
必
の
故
意
」
日
本
刑
法
学
会
編
・
前
掲
注
（
19
）
刑
法
講
座
八
二
、
八
三
頁
以
下
、
伊
藤
寧
「
未
必
の
故
意
に
関
す
る

若
干
の
考
察
」
斉
藤
誠
二
ほ
か
編
著
『
変
動
期
の
刑
事
法
学

森
下
忠
先
生
古
稀
祝
賀
』（
平
成
七
年
）
一
七
二
頁
以
下
の
ほ
か
、
堀
内
捷
三
『
刑
法

総
論
〔第2版〕
』（
同
一
六
年
）
九
四
頁
以
下
も
参
照
。

三

お
わ
り
に

①

以
上
の
検
討
か
ら
、
刑
事
裁
判
上
認
定
さ
れ
る
「
故
意
」
と
は
、
そ
も
そ
も
行
為
者
が
「
行
為
の
客
体
」
に
対
す
る
「
結
果
」
発

生
の
「
可
能
性
」
を
「
現
実
」
に
「
認
識
」
し
な
か
っ
た
場
合
は
と
も
か
く
、
そ
の
「
可
能
性
」
を
「
現
実
」
に
「
認
識
」
し
つ
つ(57
)「
行
為
」

に
出
た
（
若
し
く
は
出
な
か
っ
た
）
こ
と
を
前
提
に
、
実
際
的
に
は
特
に
そ
の
「
行
為
」
に
包
蔵
さ
れ
て
い
る
「
意
味
内
容
」
を
「
認
識
」
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し
て
い
た
と
い
う
「
意
識
状
態
」
を
指
す
も
の
で
あ
り(58

)、
そ
の
際
、「
認
容
」
的
態
度
も
認
定
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る(59

)。

論
者
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に(60

)、「
表
象
は
そ
れ
自
体
で
は
（
即
ち
意
思
を
介
し
な
け
れ
ば
）
何
ら
の
原
因
力
を
持
た
な
い
」
と
も
言
え

よ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
意
味
合
い
の
「
行
為
」
で
あ
る
こ
と
を
「
現
実
」
に
「
認
識
」
し
つ
つ
敢
え
て
「
行
為
」
に
出
る
（
若
し
く
は
出

な
い
）
こ
と
に
よ
っ
て
、「
故
意
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
言
え
よ
う(61

)。
い
わ
ゆ
る
「
認
識
あ
る
過
失
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
、
自
動
車
の
走
行
の
場
合
、
相
手
車
と
い
う
「
行
為
の
客
体
」
を
「
認
識
」
し
て
は
い
た
も
の
の
、
距
離
が
遠
い
た
め
い
ま
だ
切

迫
感
が
薄
い
場
合
な
ど
は
そ
の
ま
ま
走
行
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
「
認
識
」
し
た
段
階
で
は
「
現
実
」
性
が
充
足
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
理
由
付
け
に
も
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
自
動
車
の
場
合
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
の
で
、「
現
実
」
に
危
な
い
と
思
っ
た
段
階
で
は
遅

過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
も
の
の
、
こ
ち
ら
が
優
先
道
路
と
い
っ
た
場
合
は
「
相
手
方
が
止
ま
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
「
認
識
」

で
走
行
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
ら
、「
相
手
方
が
止
ま
る
で
あ
ろ
う
」
と
の
意
識
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
衝
突
」
の
「
可
能
性
」
の

「
現
実
」
の
「
認
識
」
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
訳
で
あ
る(62

)。
し
か
し
て
、「
衝
突
」
が
脳
裏
を
掠
め
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う

な
「
意
識
状
態
」
で
走
行
す
る
限
り
、
結
局
「
衝
突
」
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、「
過
失
」
の
範
疇
に
止
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
点
、
特
に
離
れ
た
「
行
為
の
客
体
」
に
対
し
て
「
犯
罪
行
為
」
に
及
ぶ
場
合(63

)は
当
該
意
図
し
た
「
結
果
」
を
発
生
さ
せ
ら
れ
る
と

も
限
ら
な
い
の
で
、「
行
為
」
の
側
面
に
着
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
と
も
に
、
不
測
の
「
結
果
」
が
発
生
す
る
「
可
能
性
」
は
常
に
あ
り

得
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
直
接
の
「
行
為
の
客
体
」
と
の
関
係
で
は
「
認
容
」
が
看
取
で
き
る
と
と
も
に
、
当
該
「
犯
罪
行
為
」
が
他

の
「
同
種
」
の
「
行
為
の
客
体
」
の
侵
害
・
危
殆
化
を
発
生
さ
せ
る
「
可
能
性
」
が
あ
り
か
つ
行
為
者
が
自
己
の
「
行
為
の
性
質
」
を
「
認

識
」
し
て
い
る
以
上
、
他
の
「
同
種
」
の
「
行
為
の
客
体
」
と
の
関
係
で
も
「
故
意
」
が
認
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
場
合
を
も
念
頭
に
置
く
と
き
に
は
、「
法
定
的
符
合
説
」
の
「
数
故
意
犯
説
」
が
妥
当
な
理
解
で
あ
る
と
の
帰
結
に
な
ろ
う
。
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「
責
任
主
義
」
の
観
点
か
ら
は
、
行
為
者
・
被
告
人
の
「
主
観
」
を
重
視
す
る
こ
と
が
必
要
か
つ
重
要
で
あ
る
よ
う
に
見
え
よ
う
が
、

「
刑
法
」
は
「
国
家
法
」
で
あ
り
か
つ
「
公
法
」
で
あ
る
と
の
立
場(64

)か
ら
は
、
刑
事
責
任
が
余
り
に
行
為
者
・
被
告
人
の
「
主
観
」
に
左

右
さ
れ
過
ぎ
る
の
は
妥
当
と
は
言
い
難
く
、
不
当
・
不
正
に
渡
ら
な
い
程
度
に
「
刑
法
」
の
こ
の
よ
う
な
性
質
は
重
視
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
言
え(65

)、
具
体
的
に
は
個
々
の
解
釈
論
の
レ
ベ
ル
で
「
法
定
的
符
合
説
」
に
よ
る
「
数
故
意
犯
説
」
が
妥
当
で
あ
る
と
の
帰
結
に
至
る
も

の
と
言
え
よ
う
。「
国
家
法
・
公
法
」
た
る
「
刑
法
」
は
、「
国
家
・
社
会
」
の
構
成
員
た
る
個
々
の
「
被
害
者
」
に
成
り
代
わ
り
、
国
民
・

住
民
全
体
の
観
点
か
ら
対
処
す
る
た
め
の
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る(66

)。

②
一
八
・
一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
混
乱
に
対
処
す
る
た
め
に
も
、
啓
蒙
主
義
的
な
立
法
そ
し
て
実
務
を

推
進
す
る
た
め
に
、
刑
法
研
究
者
な
ど
も
努
力
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
努
力
の
跡
が
「
故
意
論
」「
錯
誤
論
」
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う(67
)。
そ
の
よ
う
な
努
力
の
成
果
を
、
日
本
刑
法
も
受
け
継
い
で
い
る
訳
で
あ
る(68
)。

し
か
し
、
そ
の
後
も
「
刑
法
理
論
」
は
進
化
し
続
け
た
の
で
あ
り
、
ベ
ー
リ
ン
グ
教
授
の
「
構
成
要
件
論(69

)」、
そ
し
て
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル

教
授
の
「
目
的
的
行
為
論
」、
そ
の
後
の
「
客
観
的
目
的
的
行
為
論
」
は
、
こ
の
よ
う
な
啓
蒙
主
義
の
成
果
を
若
干
揺
り
戻
し
つ
つ
、「
故

意
論
」「
錯
誤
論
」
に
お
い
て
も
責
任
の
幅
を
若
干
広
げ
る
形
で
、「
法
定
的
符
合
説
」「
数
故
意
犯
説
」
の
妥
当
性
を
正
当
化
す
る
余
地

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
言
え
よ(70
)う(71
)。

す
な
わ
ち
、「
構
成
要
件
」
に
お
け
る
「
枠
組
み
」
構
成
要
素
と
し
て
の
「
構
成
要
件
的
故
意
」
の
性
質
上
、
当
該
「
行
為
の
客
体
」

に
対
す
る
「
故
意
」
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
「
故
意
行
為
」
が
及
ぶ
「
可
能
性
」
が
あ
る
範
囲
内
に
つ
い
て
は
、
他
の
「
同
種
」
の

「
行
為
の
客
体
」に
対
し
て
も「
故
意
」が
認
め
得
る
と
の
帰
結
に
な
る
も
の
と
言
え
よ
う（
＝「
構
成
要
件
的
故
意
」の「
枠
組
み
内
機(72
)能(73
)」）。

換
言
す
れ
ば
、
刑
法
上
の
「
故
意
」
と
い
う
も
の
は
も
と
も
と
包
括
的
に
事
態
を
捕
捉
す
る
余
地
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
生
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起
し
た
事
象
ま
で
カ
バ
ー
し
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、
後
は
量
刑
論
と
し
て
勘
案
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う(74

)。
し
か
し
そ
う
な
る
と
、

「
結
果
的
加
重
犯
」
が
刑
法
典
に
規
定
さ
れ
て
い
る
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。「
責
任
主
義
」
の

み
な
ら
ず
「
罪
刑
法
定
主
義
」
に
も
反
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。「
結
果
的
加
重
犯
」（
例
え
ば
、
一
一
一
条
、
一
二
四

条
二
項
、
一
二
六
条
三
項
、
一
八
一
条
、
一
九
六
条
、
二
〇
五
条
、
二
一
三
条
後
段
、
二
一
九
条
、
二
二
一
条
、
二
四
〇
条
、
二
四
一
条

一
・
三
項
な
ど
）
は
「
故
意
犯
＋
過
失
犯
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
「
法
定
刑
」
の
総
和
で
は
説
明
が
付
か
な
い
程
重
い
「
法
定
刑
」
が
予

告
さ
れ
て
い
る
の
が
、
特
徴
的
で
あ
る(75

)。
そ
う
な
る
と
、
少
な
く
と
も
立
法
的
に
は
「
故
意
犯
」
の
一
類
型
と
の
理
解
が
窺
え
る
と
見
て
、

差
し
支
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
例
え
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
法
に
お
い
て
は
、「
傷
害
」
に
よ
っ
て
「
致
死
」
に
至
っ
た
場
合
、「
殺

人
罪
」
の
「
未
必
の
故
意
」
あ
り
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、
そ
の
後
「
傷
害
致
死
罪
」
の
規
定
が
考
え
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り(76
)、
理
論

的
に
厳
密
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
犯
罪
の
「
故
意
」
が
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
場
合
に
よ
っ
て
は
「
殺
人
の
故
意
」
と
「
傷

害
の
故
意
」
は
微
妙
で
区
別
が
付
き
難
い
面
も
あ
り
、
結
果
的
に
「
致
死
」
に
至
っ
た
と
な
れ
ば
、「
殺
人
罪
」
に
匹
敵
す
る
場
合
で
あ

る
と
解
さ
れ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、「
結
果
的
加
重
犯
」
の
場
合
立
法
的
に
細
分
化
さ
れ
た
例
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う(77

)が
、
後
は
解
釈
論
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
は
じ
め
に
「
殺
人
の
故
意
」
に
よ
っ
た
以
上
、
直
接
的
に
「
認
識
」

し
て
い
な
か
っ
た
「
同
種
」
の
「
行
為
の
客
体
」
と
の
関
係
で
も
、
そ
の
「
故
意
」
の
発
現
で
あ
る
と
の
見
方
は
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
直
接
的
な
条
文
上
の
根
拠
と
し
て
は
、
刑
法
五
四
条
一
項
前
段
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

な
お
、「
法
定
的
符
合
説
」
に
よ
る
理
解
は
刑
法
三
八
条
二
項
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
な
い
で
は
な
か
ろ
う(78
)が
、
確

か
に
「
結
果
」
の
側
面
か
ら
見
れ
ば
「
予
想
外
」
の
「
行
為
の
客
体
」
に
対
し
て
も
「
故
意
」
を
認
め
る
形
に
な
ろ
う
も
の
の
、
こ
の
規

定
は
は
じ
め
か
ら
当
該
犯
罪
の
「
故
意
」
な
か
ん
ず
く
重
い
「
故
意
」
が
な
か
っ
た
場
合
の
規
定
で
あ
り
、
さ
し
あ
た
り
当
該
犯
罪
の
「
故
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意
」
が
あ
っ
た
場
合
の
理
論
構
成
た
る
「
法
定
的
符
合
説
」
と
は
同
じ
場
合
で
は
な
い
こ
と
が
看
取
で
き
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合

も
、「
結
果
」
的
に
発
生
し
た
事
象
に
対
す
る
直
接
的
な
「
故
意
」
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、「
構
成
要
件
的
故
意
」
が
カ
バ
ー

し
得
る
範
囲
内
の
「
同
種
の
犯
罪
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う(79

)。

も
っ
と
も
、
い
わ
ゆ
る
「
具
体
的
符
合
説
」
に
よ
れ
ば
、「
認
識
」
し
て
い
な
か
っ
た
「
行
為
の
客
体
」
と
の
関
係
で
は
「
故
意
」
は

な
く
「
過
失
」
責
任
を
認
め
て
お
け
ば
足
り
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
、
そ
れ
が
む
し
ろ
常
識
的
な
見
方
と
も
言
え
な
く
も
な
か
ろ
う
が
、

直
接
的
な
「
行
為
の
客
体
」
と
の
関
係
で
の
「
故
意
」
が
あ
っ
た
以
上
、「
同
種
」
の
「
行
為
の
客
体
」
と
の
関
係
で
は
当
該
「
構
成
要

件
的
故
意
」
の
一
般
的
な
性
質
上
、
包
含
し
得
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
人
を
殺
す
意
思
」
に
よ
っ
て
、「
人

の
死
の
結
果
」
を
発
生
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
（
＝
「
故
意
致
死
類
型
」
と
し
て
の
「
殺
人
罪
」）。

（
57
）「
現
実
」
性
は
、
行
為
者
の
「
行
為
の
客
体
」
の
「
認
識
」
の
有
無
、
そ
れ
と
の
「
距
離
」
の
程
度
の
ほ
か
、「
行
為
の
危
険
度
」
の
違
い
、
あ
る

い
は
行
為
者
が
置
か
れ
た
状
況
に
伴
う
「
法
規
範
上
の
認
識
」
な
ど
の
考
慮
要
素
に
よ
っ
て
も
認
定
さ
れ
得
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
58
）
V
gl.W
eißenborn,6.D
er
unbestim
m
te,eventuelle
D
olus,D
er
GerichtssaalBand50,(1895)S.196;noch
K
onrad
H
agen,7.D
er
V
or-

satz
und
seine
Feststellung,ZStW
19.Bd.,(1907)SS.161,165;中
義
勝
「
未
必
の
故
意
（
再
論
）」
關
西
大
學
法
學
論
集
一
五
巻
四
･五
･六
号
（
昭

和
四
一
年
）
一
九
七
、
二
〇
二
頁
、
同
「
未
必
の
故
意
と
認
識
あ
る
過
失
」
同
四
二
巻
三
＝
四
号
（
平
成
四
年
）
五
〇
頁
以
下
、
大
庭
沙
織
「
ル
ト
・

リ
ッ
シ
ン
グ
フ
ァ
ン
・
ザ
ー
ン
「
未
必
的
な
殺
人
の
故
意
と
連
邦
通
常
裁
判
所
の
『
抑
制
を
か
け
る
心
理
的
障
壁
論
』」」
早
稲
田
法
学
八
八
巻
二
号
（
同

二
五
年
）
三
三
四
以
下
、
三
三
六
頁
。
BGH
,Bechl.v.7.4.1983,N
StZ1983,H
eft8
S.365;BG,1.Strafsenat.U
rt.vom
4.A
ugust1987,BGH
St35.

BA
N
D
,(1989）
S.21〔25f.〕;BGH
,U
rt.v.28.2.1989,N
JW
1989,H
eft47
S.3027〔links〕;BGH
,U
rt.v.28.4.1994,N
StZ1994,H
eft10
S.483〔484〕;

BGH
,U
rt.v.14.7.1994,N
StZ1994,H
eft12
S.584〔rechts〕;BGH
,2.Strafsenat.U
rt.vom
2.N
ovem
ber1994,BGH
St40.BA
N
D
,(1995)S.304

〔306〕;BGH
,Beschl.v.7.7.1999,N
StZ1999,H
eft10
S.507〔rechts〕ff.;BGH
,U
rt.v.20.6.2000,N
StZ2000,H
eft11
S.583〔rechts〕ff.;BGH
,U
rt.v.

25.5.2007,N
StZ2007,H
eft11
S.639;BGH
,U
rt.v.26.7.2007,N
StZ2007,H
eft12
S.701〔links〕;BGH
,U
rt.v.18.10.2007,N
StZ2008,H
eft2
S.93
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〔rechts〕ff.;BGH
,U
rt.v13.1.2015,N
StZ4/2015
S.216〔217(links）〕.も
っ
と
も
、BGH
,Beschl.v.23.4.2003,N
StZ2003,H
eft11
S.603ff.は
、「
未

必
の
故
意
（
bedingten
V
orsatzes）」
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、「
知
的
要
素
（
W
issenselem
ent）」
の
ほ
か
に
、「
意
欲
的
要
素
（
volunta-

tive
V
orsatzelem
ent）」
も
必
要
と
し
て
い
る
。
auch
Gerhard
A
ltvater,Rechtsprechung
des
BGH
zu
den
T
ötungsdelikten,N
StZ

2003,H
eft1
S.21〔rechts〕;derselbe,Rechtsprechungsǖbersicht
T
ötungsdelikte,N
StZ2006,H
eft2
S.86〔rechts〕ff.;M
ichaelK
ubicie/

Elisa
H
oven,D
ie
Strafbarkeit
illegaler
Straßenrennen
m
it
T
odesfolge,N
StZ8/2017
S.441〔rechts〕;BGH
,U
rt.v.25.11.1987,N
StZ

1988,H
eft4
S.175;BGH
,Beschl.v.23.6.1983,N
StZ1984,H
eft1
S.19;BGH
,Beschl.v.7.7.1992,N
StZ1992,H
eft12
S.587〔588〕;BGH
,U
rt.v.25.3.

1999,N
JW
1999,H
eft34
S.2533〔2534(rechts)ff.〕;BGH
,Beschl.v.8.5.2001,N
StZ2001,H
eft9
S.475〔476(links)〕;BGH
,U
rt.v.18.10.2006,

N
StZ2007,H
eft3
S.151;BGH
,Beschl.v.8.5.2008,N
StZ2009,H
eft2
S.91;BGH
,U
rt.23.6.2009,N
StZ2009,H
eft11
S.629〔630〕;BGH
,Beschl.v.2.

2.2010,N
StZ2010,H
eft9
S.511〔512(links)〕;BGH
,U
rt.v.27.1.2001,N
StZ2011,H
eft12
S.699〔701ff.〕;BGH
,Beschl.v.6.12.2011,N
StZ2012,

H
eft7
S.384;BGH
,U
rt.v23.2.2012,N
StZ2012,H
eft8
S.443〔444(rechts)ff.〕;BGH
,4.Strafsenat,U
rteil
vom
22.M
ärz2012,BGH
St57.

BA
N
D
,(2013)S.186ff.;BGH
,U
rt.v.16.5.2013,N
StZ10/2013
S.581〔582(rechts)ff.〕;BGH
,U
rt.v.16.9.2015,N
StZ1/2016
S.25.さ
ら
に
、
牧

野
英
一
『刑
法
総
論

下
巻
』(昭
和
四
一
年
一
六
版
)五
五
六
頁
〔常
用
漢
字
化
〕、
林
幹
人
「
20

未
必
の
故
意
と
認
識
あ
る
過
失
の
限
界
」
堀
内
ほ

か
編
著
・
前
掲
注
（
38
）
ド
イ
ツ
刑
法
一
二
一
頁
以
下
、
長
井
長
信
「
第
一
編
故
意
と
違
法
性
の
意
識

第
三
章
違
法
性
の
意
識
の
限
界

第
二
節

未
必
の
違
法
意
識

第
二
款
未
必
の
違
法
意
識
の
限
界
基
準
」（
昭
和
六
一
年
）
同
『
故
意
概
念
と
錯
誤
論
』（
平
成
一
〇
年
）
一
二
〇
頁
以
下
、
日

髙
義
博
「
判
批
」
芝
原
邦
爾
ほ
か
編
著
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
刑
法
判
例
百
選
Ⅰ
総
論
［
第
五
版
］
N
o.166
2002/4」
七
八
〔
七
九
〕
頁
、
川
端
博
『刑

法
総
論
講
義

第
3
版
』(平
成
二
五
年
)一
九
五
頁
も
参
照
。
な
お
、
ド
イ
ツ
刑
法
典
に
お
い
て
は
、「
故
意
殺
」
か
「
過
失
致
死
」
か
と
い
う
区
別

の
ほ
か
、
日
本
の
旧
刑
法
典
第
三
編
第
一
章
第
一
節
も
「
謀
殺
故
殺
ノ
罪
」
と
い
う
表
題
で
あ
っ
た
が
、「
謀
殺
（
M
ord）」（
二
一
一
条
）「
故
殺

（
T
otschlag）」（
二
一
二
条
）と
い
う
区
別
に
応
じ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
上
の
要
件
の
解
釈
も
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
点
に
、留
意
し
た
い
(vgl.

begründet
von
Johannes
W
essels,fortgeführt
von
M
ichaelH
ettinger,Strafrecht
Besonderer
T
eil/1
Straftaten
gegen
Persön-

lichkets-und
Gem
einschaftsw
erte
31.A
ufl.,(2007)S.23-Rn.68ff.）。

（
59
）
例
え
ば
、「
未
必
の
故
意
」
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
最
三
小
判
昭
和
二
三
年
三
月
一
六
日
集
二
巻
三
号
二
二
七
頁
（
賍
物
故
買
）、
同
一
二

月
七
日
集
二
巻
一
三
号
一
七
〇
二
頁
（
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令
）、
最
一
小
判
同
二
四
年
二
月
二
四
日
裁
判
集
七
号
五
七
五
頁
（
殺
人
）、
最
三
小
判

同
年
一
一
月
八
日
同
一
四
号
四
七
七
頁
（
同
）、
最
二
小
判
同
二
八
年
一
月
二
三
日
集
七
巻
一
号
四
六
頁
（
誣
告
）、
同
決
平
成
二
年
二
月
九
日
判
時

一
三
四
一
号
一
五
七
〔
一
五
八
頁
二
段
〕
頁
（
覚
せ
い
剤
輸
入
・
所
持
）、
同
一
七
年
七
月
四
日
集
五
九
巻
六
号
四
〇
三
〔
四
〇
五
、
四
三
六
、
四
三
九
、

五
〇
二
、
五
〇
三
、
五
〇
八
〕
頁
（
殺
人
）（
も
っ
と
も
、
松
宮
孝
明
「
■
小
特
集
＝
裁
判
員
裁
判
と
未
必
の
故
意
「
裁
判
員
裁
判
と
未
必
の
故
意
」
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を
問
題
と
す
る
視
点
」
法
律
時
報
83
巻
1
号
（
平
成
二
三
年
）
八
二
頁
注
12)
参
照
）、
最
三
小
判
同
三
〇
年
一
二
月
一
一
日
集
七
二
巻
六
号
六
七
二
〔
六

七
七
、
六
八
二
以
下
、
六
八
六
以
下
、
六
九
九
以
下
、
七
二
〇
、
七
二
六
以
下
、
七
三
一
以
下
、
七
三
四
〕
頁
（
詐
欺
）、
最
二
小
判
同
一
四
日
同
七

三
七
〔
七
四
〇
以
下
、
七
五
〇
、
七
五
四
、
七
六
六
以
下
、
七
八
一
以
下
、
七
八
四
、
七
八
八
〕
頁
（
同
）、
同
令
和
一
年
九
月
二
七
日
集
七
三
巻
四

号
四
七
〔
五
二
、
六
四
、
七
六
、
八
一
以
下
、
九
九
以
下
、
一
〇
九
、
一
一
六
以
下
、
一
二
〇
以
下
、
一
二
三
〕
頁
（
同
）、
同
三
年
一
月
二
九
日
集

七
五
巻
一
号
一
〔
五
、
一
六
、
一
七
、
一
九
、
二
〇
以
下
、
二
三
、
二
四
、
三
八
、
四
三
、
四
八
以
下
、
五
六
以
下
、
五
九
、
六
三
以
下
、
七
一
、

七
二
、
九
五
、
九
七
、
九
九
、
一
〇
一
、
一
〇
八
、
一
〇
九
、
一
一
一
以
下
、
一
一
四
以
下
〕
頁
（
殺
人
）、
同
決
同
二
年
七
月
三
一
日
判
例
秘
書

L07510089
一
頁
・
大
阪
高
判
同
一
年
九
月
一
一
日
同
07420313
一
頁
（
同
）、
東
京
地
判
昭
和
四
五
年
二
月
一
六
日
判
時
五
八
五
号
三
一
〔
三
二

頁
三
段
以
下
〕
頁
（
同
）、
同
一
〇
月
三
一
日
同
六
二
〇
号
一
〇
四
〔
一
〇
五
頁
四
段
、
一
〇
六
〕
頁
（
同
）、
名
古
屋
地
判
同
四
六
年
一
月
二
八
日

同
六
三
五
号
一
六
〇
〔
一
六
三
〕
頁
（
同
）（
な
お
、
小
野
寺
一
浩
「
意
識
の
明
瞭
性
の
欠
落
と
未
必
の
故
意
」
内
田
文
昭
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
編

集
委
員
会
編
『
同
論
文
集
』（
平
成
一
四
年
）
二
二
五
頁
以
下
も
参
照
）、
福
岡
高
判
同
五
六
年
七
月
一
三
日
同
一
〇
三
五
号
一
五
二
頁
（
傷
害
）、
同

六
二
年
一
二
月
八
日
同
一
二
六
五
号
一
五
七
頁
（
不
動
産
侵
奪
）、
東
京
高
判
同
六
〇
年
五
月
二
八
日
同
一
一
七
四
号
一
六
〇
頁
（
殺
人
）、
否
定
さ

れ
た
事
例
と
し
て
、
最
三
小
判
同
二
四
年
二
月
二
二
日
集
三
巻
二
号
二
〇
頁
（
有
毒
飲
食
物
等
取
締
令
）（
な
お
、
大
庭
沙
織
「
⭯

メ
タ
ノ
ー
ル
の

認
識
」
成
瀬
幸
典
ほ
か
編
著
『
判
例
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
刑
法
Ⅰ
総
論

第
２
版
』（
令
和
二
年
）
七
一
頁
参
照
）、
岡
山
地
判
同
四
六
年
三
月
一
〇
日
判

時
六
四
五
号
一
一
二
〔
一
一
四
頁
四
段
以
下
〕
頁
（
殺
人
）、
大
阪
高
判
同
五
四
年
七
月
一
〇
日
同
九
七
四
号
一
三
五
頁
（
同
）、
横
浜
地
川
崎
支
判

同
五
六
年
五
月
一
九
日
同
一
〇
一
〇
号
一
四
二
頁
（
同
）、
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

学
説
と
し
て
は
、
藤
木
ほ
か
・
前
掲
注
（
20
）
刑
法
案
内
一
九
〇
頁
以
下
、
橋
爪
隆
「
裁
判
員
制
度
の
も
と
に
お
け
る
刑
法
理
論
」
法
曹
時
報
六

〇
巻
五
号
（
平
成
二
〇
年
）
四
五
頁
以
下
、（
協
力
）
研
究
員
佐
伯
仁
志
ほ
か
『
司
法
研
究
報
告
書
第
六
一
輯

第
一
号
難
解
な
法
律
概
念
と
裁
判
員
裁
判
』（
同

二
一
年
）
一
一
以
下
、
七
〇
頁
、
大
庭
沙
織
「
故
意
の
意
的
要
素
の
必
要
性
」
早
稲
田
法
学
会
誌
六
五
巻
一
号
（
同
二
六
年
）
一
五
六
、
一
七
八
頁

以
下
参
照
。
も
っ
と
も
、
大
庭
論
文
一
八
七
・
一
九
七
頁
注
（
91
）
の
具
体
的
適
用
は
、
適
用
基
準
が
一
貫
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

（
60
）
平
場
・
前
掲
注
（
23
）
刑
雑
六
〇
頁
参
照
。

（
61
）
こ
の
点
、
福
田
平
「
第
三
部
現
代
刑
法
学
の
課
題

目
的
的
行
為
論
」
木
村
龜
二
編
著
『
刑
法
学
入
門
』（
昭
和
三
二
年
一
刷
、
同
三
三
年
二
刷
）

三
六
三
頁
以
下
、
同
「
第
一
部
総
論
の
諸
問
題

現
代
責
任
理
論
の
問
題
点
」（
同
四
〇
年
）
同
『
刑
法
解
釈
学
の
基
本
問
題
』（
同
五
〇
年
）
八
八
頁
、

鈴
木
茂
嗣
「
15

故
意
と
意
思
―
選
択
意
思
説
試
論
―
」（
平
成
一
〇
年
）「
16

刑
事
責
任
の
構
造
」（
同
一
一
年
）
同
『
犯
罪
論
の
基
本
構
造
』（
同

二
四
年
）
二
九
四
頁
以
下
、
三
〇
六
頁
以
下
も
参
照
。
な
お
、「
故
意
（
V
orsatz）
は
、
‐
‐
‐
決
断
上
重
要
な
時
点
に
お
け
る
あ
る
特
定
の
行
態

（
V
erhalten）
に
よ
る
構
成
要
件
実
現
の
回
避
可
能
性
（
V
erm
eidbarkeit）
の
意
識
（
Bew
usstsein）
で
あ
る
。」（
V
gl.U
rs
K
indhäuser,IX
.
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Subjektive
Zurechnung：
Erlaubtes
Risiko
und
Sorgfaltsw
idrigkeit.Zur
Struktur
strafrechtlicher
Fahrlässigkeitshaftung（
1994）,

X
.Irrtum
und
V
ersuch：
Zur
U
nterscheidung
von
T
at-und
Rechtsirrtum
(1990）,Zur
A
bgrenzung
des
Irrtum
s
über
T
atum
-

stände
vom
V
erbotsirrtum
(2019）,derselbe,A
nalytische
Strafrechtsw
issenschaft
Band2,(2021)SS.932,noch
954ff.,977ff.,991ff.）

と
の
近
時
の
理
解
に
つ
い
て
は
（
こ
の
点
、
鈴
木
茂
嗣
『
刑
法
総
論
[第2版]
』（
平
成
二
三
年
）
九
五
頁
以
下
も
参
照
）、
行
為
者
の
い
わ
ば
理
性
に
着
目
し
、

犯
罪
抑
止
的
な
側
面
に
目
を
向
け
つ
つ
、
よ
り
客
観
的
な
「
故
意
」
概
念
を
目
指
す
も
の
と
も
言
え
、
ま
た
「
過
失
犯
」
と
共
通
的
に
捉
え
得
る
と

い
う
点
で
魅
力
的
な
理
解
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
「
犯
罪
」
は
一
定
の
「
意
思
」
の
も
と
で
現
実
に
「
行
為
」
す
る
（
若
し
く
は
「
行
為
」
し
な
い
）

こ
と
が
問
題
と
な
る
と
の
観
点
か
ら
は
、「
激
情
犯
」
的
な
場
合
も
あ
る
こ
と
に
も
鑑
み
、「
回
避
可
能
性
」
を
前
面
に
出
す
こ
と
は
「
犯
罪
」
と
い

う
も
の
の
「
本
質
」
を
説
明
し
切
れ
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。「
思
い
止
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
（
若
し
く
は
思
い
止
ま
っ
た
こ
と
）」
よ
り
も
、
む

し
ろ
「
行
為
し
た
こ
と
（
若
し
く
は
行
為
し
な
か
っ
た
こ
と
）」
が
「
犯
罪
」
の
「
本
質
」
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
側
面
を
取
り
込
ん
で
「
故

意
」
に
つ
い
て
も
定
義
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
こ
の
点
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
20
）
成
蹊
法
学
90
号
三
九
四
、
四
〇
〇
頁
、

同
91
号
三
一
三
、
三
二
一
頁
の
ほ
か
、
吉
岡
一
男
「
６
犯
罪
現
象
と
刑
事
法
」
長
尾
龍
一
ほ
か
編
著
『
現
代
法
哲
学

３

実
定
法
の
基
礎
理
論
』（
昭

和
五
八
年
初
版
、
同
五
九
年
二
刷
）
一
六
五
頁
も
参
照
）。

（
62
）
こ
の
点
、
江
家
義
男
『
刑
法
（
総
論
）』（
昭
和
三
七
年
一
一
版
）
一
三
七
頁
も
参
照
。

（
63
）
例
え
ば
、
松
原
芳
博
『
刑
法
総
論
[第2版]
』（
平
成
二
九
年
）
二
二
八
頁
の
例
を
参
照
。

（
64
）
こ
れ
に
対
し
、
末
道
康
之
「
フ
ラ
ン
ス
犯
罪
論
体
系
の
素
描
」
宮
澤
古
稀
編
集
委
員
会
編
・
前
掲
注
（
23
）
宮
澤
古
稀
一
五
一
頁
以
下
参
照
。
も
っ

と
も
、江
口
三
角「
オ
ル
ト
ラ
ン
の
刑
法
学
―
そ
の
思
想
と
方
法
―
」斉
藤
ほ
か
編
著
・
前
掲
注（
56
）森
下
古
稀
四
九
頁
。
A
uch
vgl.R.V
.H
IPPEL,

a.a.O
.,(A
nm
.38)Band1
A
llgem
eine
Grundlagen,(1925〔SCIEN
T
IA
V
ERLA
G
A
A
LEN
・
1971〕)SS.4,308.木
村
亀
二
「
ヘ
ー
ゲ
ル
の
刑

法
理
論
の
現
代
的
意
義
」（
昭
和
六
年
）
同
『
刑
法
解
釈
の
諸
問
題

第
一
巻
』（
同
一
四
年
）
三
四
頁
。

（
65
）
な
お
、
こ
の
点
、
藤
木
ほ
か
「
第
一
二
章

錯
誤
」
同
・
前
掲
注
（
20
）
刑
法
案
内
二
〇
四
頁
以
下
、
大
庭
・
前
掲
注
（
34
）
曽
根
・
田
口
古
稀

五
一
四
頁
以
下
も
参
照
。
し
か
し
て
、「
故
意
」
の
行
為
に
よ
っ
て
客
観
的
に
は
「
法
益
」
の
侵
害
・
危
殆
化
が
発
生
し
て
い
る
場
合
、「
責
任
」
の

段
階
で
最
終
的
に
そ
の
よ
う
な
「
行
為
」
を
ど
の
よ
う
に
「
刑
法
的
」
に
評
価
し
、
結
局
、「
刑
事
責
任
」
を
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
上
げ
る
か
、
に
係
っ

て
来
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
（
な
お
、
こ
の
点
、
拙
稿
「
刑
法
総
論
覚
書
⑶
―
「
刑
罰
」
に
つ
い
て
の
考
察
―
」
成
蹊
法
学
88
号
（
平
成
三
〇
年
）
七
〇
、

八
四
以
下
、
九
五
頁
注
（
56
）
の
ほ
か
、
木
村
「
刑
事
責
任
の
本
質
」（
昭
和
二
四
年
）
同
・
前
掲
注
（
29
）
基
本
問
題
二
六
八
以
下
、
二
七
七
頁
以

下
も
参
照
）。
結
局
、
行
為
者
・
被
告
人
の
「
主
観
」
を
考
慮
に
入
れ
つ
つ
も
（
V
gl.R.V
.H
IPPEL,a.a.O
.,(A
nm
.38)Band2,S.276）、
裁
判
官
が

自
由
心
証
主
義
の
観
点
か
ら
合
理
的
・
適
切
に
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
な
お
、
こ
の
点
、
杉
本
一
敏
「
第
6
講
主
観
的
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要
素

Ⅰ
故
意
は
ど
こ
ま
で
客
観
化
さ
れ
る
べ
き
か
」
高
橋
則
夫
ほ
か
『
理
論
刑
法
学
入
門
刑
法
理
論
の
味
わ
い
方
』（
平
成
二
六
年
）
一
六
二
頁
以

下
も
参
照
。
auch
BGH
,Beschl.v.25.11.2010,N
StZ2011,H
eft6
S.338〔339(links)〕)。

（
66
）
な
お
、
こ
の
点
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
65
）
成
蹊
法
学
七
二
以
下
、
八
六
頁
参
照
。「
刑
罰
の
任
務
は
、
社
会
的
な
コ
ン
タ
ク
ト
の
た
め
の
‐
‐
‐
規

範
の
維
持
で
あ
る
。」（
V
gl.Günther
Jakobs,Strafrecht
A
llgem
einer
T
eilD
ie
Grundlagen
und
die
Zurechnungslehre
Lehrbuch
2.

A
ufl.,(1991)S.10-Rn.11）
と
い
う
理
解
か
ら
は
、
必
ず
し
も
「
刑
罰
」「
刑
法
」
の
役
割
は
見
え
て
来
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
67
）
真
鍋
毅
「
第
二
章

一
九
世
紀
に
お
け
る
過
失
の
理
論
状
況
」
同
『
現
代
刑
事
責
任
論
序
説
』（
昭
和
五
八
年
）
六
三
頁
は
、
こ
の
時
代
に
つ
き
「
ド

イ
ツ
的
啓
蒙
」
と
称
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
内
藤
謙
「
第
一
編
目
的
的
行
為
論
・
法
益
論
・
戦
後
刑
法
学

第
二
章
刑
法
に
お
け
る
法
益
概
念
の
歴
史

的
展
開

一
法
益
概
念
の
形
成
過
程

二
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
刑
法
学
と
「
法
的
な
財
」
の
概
念
」（
同
四
一
・
二
年
）
同
『
刑
法
理
論
の
史
的
展
開
』（
平

成
一
九
年
）
七
〇
、
七
二
、
八
一
以
下
、
九
四
頁
以
下
も
参
照
。
さ
ら
に
、
フ
ォ
ィ
エ
ル
バ
ハ
教
授
と
ク
ラ
イ
ン
教
授
の
対
決
の
歴
史
的
・
理
論
的

意
義
に
つ
い
て
は
、
荘
子
邦
雄
『
近
代
刑
法
思
想
史
序
説
』（
昭
和
五
八
年
）
四
一
、
五
二
、
九
六
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
伊
東
研
祐
「
第
一

章
法
的
財
概
念
の
成
立
と
法
益
概
念
の
確
立
基
盤

第
一
節
法
益
概
念
前
史
」
同
『
法
益
概
念
史
研
究
』（
同
五
九
年
）
一
七
頁
以
下
も
参
照
。

な
お
、
バ
イ
エ
ル
ン
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
同
盟
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
八
〇
五
年
一
二
月
二
六
日
の
プ
レ
ス
ブ
ル
ク
の
講
和
で
得
ら
れ
た
領
土
・
地

位
と
、
そ
の
後
の
経
緯
・
状
況
を
前
提
と
し
た
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
氏
の
様
子
に
つ
き
、
Ｅ
・
キ
ッ
パ
ー
（
西
村
克
彦
訳
）『
近
代
刑
法
学
の
父

フ
ォ

イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
伝
』（
昭
和
五
四
年
）
五
七
以
下
、
六
三
以
下
、
七
一
以
下
、
八
七
以
下
、
九
四
以
下
、
九
七
以
下
、
一
〇
八
以
下
、
一
四
一
以
下
、

一
四
四
以
下
、
二
〇
七
頁
以
下
参
照
。
ま
た
、
ク
ラ
イ
ン
氏
の
「
啓
蒙
」
に
関
す
る
論
稿
と
カ
ン
ト
氏
と
の
類
似
性
・
共
通
性
そ
し
て
政
治
的
相
違

に
つ
き
、
西
村
稔
「
６
啓
蒙
期
法
思
想
と
知
識
社
会
―
カ
ン
ト
と
啓
蒙
官
僚
」
長
尾
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
61
）
現
代
法
哲
学

２

法
思
想
（
同
五

八
年
）
一
八
二
、
一
八
八
以
下
、
二
〇
三
頁
注
(124
)参
照
。

（
68
）
な
お
、
こ
の
点
、
小
名
木
・
前
掲
注
（
23
）
宮
澤
古
稀
一
四
九
頁
参
照
。

（
69
）
ベ
ー
リ
ン
グ
教
授
に
先
行
す
る
論
者
で
は
あ
る
が
、「
故
意
（
D
olus）
は
、
そ
の
主
体
の
意
思
（
der
W
ille）
が
向
け
ら
れ
る
・
法
律
に
よ
っ
て

保
護
さ
れ
る
財（
Gut）が
、犯
罪
の
構
成
要
件（
T
hatbestand）を
構
成
し
て
い
る
場
合
に
、存
在
す
る
」（
V
gl.C（
arl）.G（
eorg）.v（
on）.W
ächter,

III.Zur
näheren
Bestim
m
ung
des
D
olus=Begriffs,D
er
GerichtssaalSechszehnter
Jahrgang,(1864)S.56.ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
氏
は
、
一
八
五

八
年
か
ら
六
〇
年
ま
で
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
の
学
長
を
務
め
、
一
八
六
〇
年
か
ら
は
ド
イ
ツ
法
律
学
協
会
長
で
あ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
〔
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
〕）
と
の
定
義
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
構
成
要
件
」
概
念
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
に
よ
っ
て
、「
故
意
」
概
念
に
つ
い

て
も
必
ず
し
も
単
一
の
結
論
し
か
得
ら
れ
な
い
訳
で
も
な
か
ろ
う
と
は
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
、「
構
成
要
件
」
と
は
、
刑
法
上
の
条

文
を
前
提
と
し
た
・「
同
種
犯
罪
」
に
つ
い
て
の
「
枠
組
み
」、
と
解
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、「
故
意
の
殺
人
」
と
い
う
場
合
は
、
そ
の
「
枠
組
み
」
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に
該
当
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
・
結
果
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

（
70
)
米
田
𣳾
邦
「
第
三
章
法
概
念
と
し
て
の
行
為
―
純
粋
な
社
会
的
行
為
概
念
―

二
行
為
概
念
と
行
為
の
社
会
的
意
味

三
客
観
的
目
的
的
行
為
概

念
」（
昭
和
四
三
年
）「
第
四
章
主
観
的
目
的
的
行
為
論
と
体
系
的
行
為
概
念
―
行
為
論
の
倫
理
的
意
義
―
一
行
為
論
の
体
系
的
位
置
づ
け

二
主
観

的
目
的
的
行
為
論
と
社
会
的
行
為
論
」（
同
四
六
年
）「
第
六
章
刑
法
的
行
為
論
の
三
〇
年

八
社
会
的
「
任
意
的
」
行
為
概
念
の
限
界

二
任
意
性

の
規
定
を
除
く
行
為
概
念
」
同
『
行
為
論
と
刑
法
理
論

刑
事
法
研
究
第
二
巻
』（
同
六
一
年
）
六
二
頁
以
下
、
八
四
頁
以
下
、
二
二
六
頁
参
照
。

も
っ
と
も
、「
客
観
的
目
的
的
行
為
論
」
に
立
ち
、「
構
成
要
件
的
故
意
」
を
認
め
る
内
田
博
士
は
、「
方
法
（
打
撃
）
の
錯
誤
」
に
お
い
て
「
具
体

的
符
合
説
」
を
支
持
さ
れ
る
の
で
（
内
田
・
前
掲
注
（
4
）
改
訂
八
三
、
一
一
二
以
下
、
一
六
一
頁
以
下
、
同
・
概
要
一
三
九
、
二
一
三
以
下
、
四

三
八
頁
以
下
参
照
）、
本
文
の
よ
う
な
理
解
が
論
理
的
に
唯
一
・
自
明
の
も
の
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、「
構
成
要
件
的
故
意
」
を
認
め
ず
、

「
責
任
故
意
」
だ
け
を
認
め
る
見
解
の
場
合
、
そ
の
「
故
意
」
理
解
は
よ
り
主
観
的
・
個
別
的
に
な
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
こ
の
点
、
山
火
正
則
「
第

1
講

構
成
要
件
の
意
義
と
機
能
」
阿
部
純
二
ほ
か
編
『
刑
法
基
本
講
座

第
2
巻
構
成
要
件
論

錯
誤
・
過
失

を
含
む
―

』（
平
成
六
年
）
二
五
頁
注
（
91
）
は
、

内
田
説
に
つ
き
、
構
成
要
件
段
階
で
は
「
法
定
的
符
合
説
的
な
も
の
に
よ
る
こ
と
で
満
足
」
す
べ
き
で
、「
行
為
者
の
具
体
的
な
認
識
を
基
礎
と
す
る

修
正
は
、
責
任
の
問
題
で
あ
る
。」
旨
、
論
評
さ
れ
て
お
り
、
確
か
に
、
山
火
博
士
の
よ
う
な
理
解
の
方
が
論
理
一
貫
す
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、「
故
意
」

に
つ
い
て
の
一
般
的
な
理
解
を
前
提
に
、「
錯
誤
論
」
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
一
般
的
な
理
解
の
範
囲
内
で
の
理
論
と
解
す
れ
ば
、
齟
齬
は
な
い
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
な
お
、「
客
観
・
主
観
面
を
共
に
支
配
す
る
「
指
導
形
象
（
Leitbild）」」
と
い
う
理
解
（
V
gl.ErnstBeling,Grundzüge
des

Strafrechts
11.A
ufl.,(1930)S.24ff.）
は
、「
客
観
的
目
的
的
行
為
論
」
的
「
構
成
要
件
論
」
に
近
い
と
も
言
え
よ
う
（
な
お
、
木
村
「
構
成
要
件

と
型
概
念
」（
昭
和
一
八
年
）
同
・
前
掲
注
（
29
）
基
本
問
題
一
〇
二
頁
の
ほ
か
、
同
「
結
果
的
加
重
犯
」
同
三
三
〇
頁
、
宮
澤
浩
一
「
四
開
か
れ
た

構
成
要
件
と
法
義
務
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル

三
構
成
要
件
の
諸
機
能
と
開
か
れ
た
構
成
要
件

１
最
近
の
構
成
要
件
論
に
つ
い
て
」
同
『
刑
法
の
思
考

と
論
理

刑
事
法
論
集
第
一
巻
』（
同
五
〇
年
）
二
二
四
頁
参
照
。
正
確
に
は
、「
構
成
要
件
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、「
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
」

が
現
実
的
な
「
犯
罪
」
認
定
の
爼
上
に
供
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
〔
平
場
安
治
「
構
成
要
件
理
論
の
再
構
成
」（
同
三
〇
年
）
同
『
刑
法

に
お
け
る
行
為
概
念
の
研
究
』（
同
四
一
年
一
刷
、
同
五
四
年
四
刷
）
一
一
六
頁
以
下
、
佐
伯
千
仭
「
４
タ
ー
ト
ベ
ス
タ
ン
ト
序
論
―
い
わ
ゆ
る
構

成
要
件
の
理
論
の
た
め
に
―
」（
同
八
年
）
同
『
刑
法
に
お
け
る
違
法
性
の
理
論
』（
同
四
九
年
一
刷
、
同
六
三
年
三
刷
）
一
一
四
以
下
、
一
一
六
頁

参
照
、
な
お
、
一
一
七
頁
以
下
〕）。
も
っ
と
も
、「
目
的
的
行
為
論
」
に
お
け
る
「
目
的
」
を
強
調
す
る
と
、
当
該
「
行
為
の
客
体
」
以
外
の
「
故
意
」

の
適
用
な
ど
は
考
え
よ
う
も
な
い
こ
と
に
も
な
り
兼
ね
ま
い
（
例
え
ば
、
浅
田
和
茂
「
教
唆
犯
と
具
体
的
事
実
の
錯
誤
」
西
原
春
夫
先
生
古
稀
祝
賀

論
文
集
編
集
委
員
会
編
『
同
論
文
集

第
二
巻
』（
平
成
一
〇
年
）
四
一
〇
頁
参
照
、
も
っ
と
も
、
四
〇
六
頁
以
下
の
ほ
か
、
藤
木
ほ
か
・
前
掲
注
（
65
）

刑
法
案
内
二
〇
七
頁
も
参
照
）
が
、
さ
し
あ
た
り
「
目
的
」
と
し
て
い
た
と
し
て
も
、
誤
認
や
為
損
ね
な
ど
も
ま
ま
あ
り
得
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
目
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的
」
を
余
り
に
「
主
観
的
」
に
捉
え
過
ぎ
る
こ
と
は
疑
問
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
と
い
う
の
も
、「
目
的
的
行
為
論
」
は
「
行
為
」
を
人
間
関

係
的
に
捉
え
た
と
い
う
点
で
、
見
る
べ
き
点
が
あ
る
（
竹
田
直
平
「
第
二
章
行
為
概
念
の
構
造

五
目
的
的
行
為
概
念
の
帰
結
と
そ
の
批
判
」（
昭
和

三
九
年
）
同
『
刑
法
と
近
代
法
秩
序
』（
同
六
三
年
）
九
〇
頁
以
下
、
井
田
良
「
目
的
的
行
為
論
と
犯
罪
論
の
現
在
」（
平
成
五
年
）
同
『
犯
罪
論
の

現
在
と
目
的
的
行
為
論
』（
同
七
年
）
三
、
一
二
、
一
三
、
一
四
、
一
八
以
下
、
二
四
頁
参
照
）
と
し
て
も
、「
目
的
」「
意
図
」
と
い
う
の
は
や
は
り

本
来
「
故
意
」
に
特
化
し
た
理
論
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
過
失
」
に
つ
い
て
も
犯
罪
と
し
て
捉
え
る
た
め
の
理
論
と
し
て
は
無
理
な
面
が
あ
ろ
う
か
ら
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
、
藤
木
ほ
か
「
第
五
章

目
的
的
行
為
論
と
犯
罪
論
体
系
」
同
・
前
掲
注
（
20
）
刑
法
案
内
七
六
頁
以
下
を
参
照
さ
れ

た
い
が
、
そ
こ
に
お
い
て
、「
故
意
犯
」
と
「
過
失
犯
」
は
必
ず
し
も
同
様
な
視
点
か
ら
捉
え
切
れ
な
い
こ
と
を
吐
露
さ
れ
て
い
る
点
に
、
図
ら
ず
も

私
見
に
よ
る
批
判
が
当
て
は
ま
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
こ
の
点
は
、
つ
と
に
、
小
野
清
一
郎
「
犯
罪
構
成
要
件
の
理
論

四
構
成
要
件
と
行
為
論
」
同
『
犯
罪
構
成
要
件
の
理
論
』（
昭
和
二
八
年
一
刷
、
同
五
六
年
一
六
刷
）
五
三
頁
以
下
に
お
い
て
、
指
摘
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
井
田
・
前
掲
五
，
二
四
頁
，
同
「
過
失
犯
と
目
的
的
行
為
論
―
過
失
行
為
の
行
為
性
に
関
す
る
一
考
察
―
」（
同
六
三
年
）
前
掲
目

的
的
行
為
論
三
六
、
三
八
、
五
七
頁
以
下
、
福
田
「
第
一
部
過
失
犯
と
目
的
的
行
為
論
―
過
失
犯
の
目
的
的
行
為
性
に
つ
い
て
の
覚
書
―
」（
同
四
一
年
）

同
・
前
掲
注
（
61
）
基
本
問
題
二
四
頁
も
参
照
。
も
っ
と
も
、
後
者
の
二
七
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
や
は
り
「
過
失
犯
」
に
お
い
て
は
「
目
的
」

は
必
ず
し
も
「
犯
罪
」
と
は
関
係
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
な
る
と
、「
故
意
犯
」
に
お
い
て
も
通
常
必
ず
し
も
「
目
的
」
ま
で

問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
と
、
前
述
の
よ
う
に
、
人
間
関
係
的
に
「
故
意
・
過
失
」
を
「
構
成
要
件
」
に
位
置
付
け
た
こ
と
が
、「
目
的
的
行

為
論
」
の
功
績
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
、
藤
木
「
犯
罪
論

第
一
部
犯
罪
論
の
基
礎

第
一
章
犯
罪
論
の
体
系

二
犯
罪

論
構
成
の
方
向
」
同
『
刑
法
講
義
総
論
』（
同
五
〇
年
一
刷
、
同
五
二
年
五
刷
）
六
九
頁
以
下
の
ほ
か
、
米
田
「
第
四
章
同

二
有
意
的
行
為
概
念
と

体
系
的
行
為
概
念

一
有
意
的
行
為
概
念
と
刑
法
の
中
心
問
題
」「
同

六
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
＝
福
田
体
系
の
上
位
概
念
の
非
存
在
論
性

二
行
態
と
い

う
名
の
任
意
的
行
為
概
念
」
同
・
前
掲
行
為
論
八
七
以
下
、
一
一
五
頁
の
ほ
か
、
石
堂
功
卓
「
結
果
的
加
重
犯
と
責
任
」
平
場
ほ
か
編
著
・
前
掲
注
（
51
）

團
藤
古
稀
第
三
巻
（
同
年
）
六
一
頁
以
下
を
参
照
）。
な
お
、
前
掲
注
（
61
）
K
indhäuser説
の
ほ
か
、
福
田
「
第
一
部

過
失
犯
の
構
造
に
つ
い
て
」

（
同
四
六
年
）
同
・
前
掲
注
（
61
）
基
本
問
題
四
八
頁
以
下
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
61
）
も
参
照
。

（
71
）
こ
れ
に
対
し
、「
目
的
的
行
為
論
」
の
立
場
か
ら
、「
故
意
‐
‐
‐
は
不
法
に
‐
‐
‐
属
す
る
。」
と
の
理
解
に
つ
き
、
U
lrich
Schroth,V
orsatz

als
A
neignung
der
unrechtskonstituierenden
M
erkm
ale,(1994)S.13ff.参
照
。
こ
の
点
、
平
場
・
前
掲
注
（
23
）
刑
雑
三
頁
、
T
A
IRA

FU
K
U
D
A
,D
ie
finale
H
andlungslehre
W
elzels
und
die
Japanische
Strafrechtsdogm
atik,H
erausgegeben
von
Günter
Straten-

w
erth
u.a.,FEST
SCH
RIFT
FÜ
R
H
A
N
S
W
ELZEL
am
25.M
ärz1974,(1974)S.257ff.も
参
照
。
し
か
し
て
、「
犯
罪
は
行
為
者
の
行
為
で
あ

る
」
と
の
観
点
か
ら
は
（
こ
の
点
、
拙
稿
・
前
掲
注
（
65
）
成
蹊
法
学
八
四
頁
以
下
も
参
照
）、「
不
法
」
に
お
い
て
も
「
行
為
者
の
故
意
」
を
考
慮
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に
入
れ
る
の
は
あ
る
意
味
で
は
当
然
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
、
犯
罪
論
体
系
上
は
さ
し
あ
た
り
「
行
為
者
の
故
意
の
犯
罪
行
為
」
→
「
行
為
者

の
故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
る
法
益
の
侵
害
・
危
殆
化
」
→
「
行
為
者
の
犯
罪
故
意
の
意
義
」
と
い
う
形
で
、
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
72
）「
故
意
（
V
orsatz）
は
、
‐
‐
‐
構
成
要
件
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
。」（
V
gl.H
ans
W
elzel,D
as
D
eutsche
StrafrechtEine
system
ati-

sche
D
arstellung
11.A
ufl.,(1969)S.61）
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
「
故
意
犯
」
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
の
「
故
意
」
が
及
ぶ
範

囲
内
で
の
「
同
種
の
犯
罪
」
に
つ
い
て
も
「
故
意
構
成
要
件
」
中
に
取
り
込
ま
れ
る
形
に
な
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の
点
、
長
島
敦
「
第

二
部
刑
法
論
考
―
判
例
・
外
国
法
な
ど
に
示
唆
さ
れ
て

第
六
章
事
実
の
錯
誤
と
故
意
の
個
数
―
刑
法
解
釈
に
お
け
る
比
喩
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」（
昭

和
五
八
年
）「
第
四
部
終
章
―
序
章
の
は
じ
ま
り

第
一
章
刑
法
の
解
釈
に
お
け
る
価
値
的
評
価
・
判
断
―
事
実
の
認
定
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
利
用
」

（
同
五
九
年
）
同
『
刑
法
に
お
け
る
実
存
と
法
解
釈
』（
同
六
一
年
）
二
七
二
頁
、
三
四
七
頁
以
下
参
照
。
こ
れ
に
対
し
、
齋
野
彦
弥
「
徹
底
し
て
具

体
化
さ
れ
た
故
意
の
概
念
と
故
意
の
認
定
に
つ
い
て
」
芝
原
邦
爾
ほ
か
編
著
『
松
尾
浩
也
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集

上
巻
』（
平
成
一
〇
年
）
二
七
九

頁
以
下
。
な
お
、
長
島
判
事
（
当
時
）
の
補
足
意
見
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
拙
稿
「
判
例
に
よ
る
法
形
成
―
「
水
俣
病
事
件
」
の
場
合
―
」
九
州
大

学
法
政
研
究
五
八
巻
二
号
（
同
四
年
）
一
二
四
頁
以
下
の
論
述
に
つ
い
て
は
、「
法
定
的
符
合
説
」
の
当
否
は
と
も
か
く
、
今
日
に
お
い
て
も
基
本
的

に
妥
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
点
、
松
宮
孝
明
「
判
批
」
判
例
評
論
五
七
一
（
判
時
一
九
三
四
）
号
（
同
一
八
年
）
四
四
頁
中
段
も
「
水
俣

病
事
件
」
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
最
三
小
決
平
成
一
六
年
一
〇
月
一
九
日
集
五
八
巻
七
号
六
四
五
頁
の
事
例
に
つ
き
、「
刑
法
二
〇
四
条
の
傷
害

罪
や
刑
法
二
〇
五
条
の
傷
害
致
死
罪
に
当
た
る
こ
と
と
な
る
事
態
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
被
告
人
は
Ａ
に
暴
行
・
傷

害
を
加
え
て
は
い
る
が
、
そ
の
暴
行
・
傷
害
が
他
の
人
に
及
ん
で
い
る
訳
で
は
な
い
か
ら
、
本
事
例
全
体
に
お
い
て
「
因
果
関
係
」
が
認
め
ら
れ
る

と
し
て
も
、「
法
定
的
符
合
説
」
を
適
用
す
べ
き
場
合
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
73
）
な
お
、
西
原
春
夫
「
第
一
部
構
成
要
件
・
行
為
・
危
険
性

1
犯
罪
論
に
お
け
る
定
型
的
思
考
の
限
界
」（
昭
和
三
八
年
）
同
『
犯
罪
実
行
行
為
論
』

（
平
成
一
〇
年
）
三
〇
頁
以
下
、
吉
田
敏
雄
「
第
9
講

主
観
的
構
成
要
件
要
素
と
主
観
的
違
法
要
素
」
阿
部
ほ
か
編
・
前
掲
注
（
70
）
基
本
講
座
一

四
〇
頁
以
下
、
同
「〈
特
集
〉「
構
成
要
件
論
の
再
生
」
●
違
法
性
・
責
任
と
構
成
要
件
」
現
代
刑
事
法
六
六
号
（
同
一
六
年
）
三
六
頁
左
参
照
。

（
74
）
V
gl.ERN
ST
BELIN
G,V
ierter
A
bschnitt.D
as
einzelne
V
erbrechen（
der
V
erbrechensfall）
als
konkrete
tatbestandsm
äßige

H
andlung.§32.A
.Im
allgem
einen.,derselbe,D
IE
LEH
RE
V
O
M
V
ERBRECH
EN
,(1906〔1964
SCIEN
T
A
V
ERLA
G
A
A
LEN
〕)S.

326.こ
の
ほ
か
、
中
野
・
前
掲
注
（
51
）
團
藤
古
稀
、
井
田
良
『
講
義
刑
法
学
・
総
論
[第2版]
』（
平
成
三
〇
年
）
一
九
四
頁
、
同
・
前
掲
注
（
53
）
法
学

研
究
六
五
頁
、
拙
稿
「
刑
法
総
論
覚
書
⑴
―
過
剰
防
衛
の
質
と
量
―
」
成
蹊
法
学
76
号
（
同
二
四
年
）
八
七
頁
も
参
照
。

（
75
）
丸
山
雅
夫
「
序
章
本
書
の
概
要
と
「
結
果
的
加
重
犯
」
概
念

第
一
節
本
書
の
概
要
」
同
『
結
果
的
加
重
犯
』（
平
成
二
年
）
二
頁
以
下
の
ほ
か
、

井
上
宜
裕
「
結
果
的
加
重
犯
と
責
任
主
義
」
九
州
大
学
法
政
研
究
七
八
巻
三
号
（
同
二
三
年
）
二
、
七
頁
も
参
照
。
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（
76
）
牧
野
英
一
「
結
果
的
加
重
犯
」（
昭
和
一
三
年
）
同
『
刑
法
研
究

第
八
巻
』（
同
一
四
年
）
四
四
三
頁
以
下
、
森
井
・
前
掲
注
（
23
）
竹
田
・
植

田
還
暦
三
五
頁
参
照
。
具
体
的
に
は
、
井
上
宣
裕
「
フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
お
け
る
未
必
の
故
意
」
九
州
大
学
法
政
研
究
七
六
巻
四
号
（
平
成
二
二
年
）

五
〇
、
五
一
頁
以
下
参
照
、
も
っ
と
も
、
四
八
、
五
五
以
下
、
五
七
、
六
一
頁
以
下
注
(45
)(51
）。
同
・
前
掲
注
（
75
）
法
政
研
究
一
〇
、
一
七
頁

注
(33
)(34
)(35
)参
照
、
も
っ
と
も
、
九
以
下
、
一
一
頁
以
下
。
さ
ら
に
、
西
台
・
前
掲
注
（
19
）
紀
要
三
一
集
三
一
頁
も
参
照
。
A
uch
vgl.

PH
ILIPP
A
LLFELD
,LEH
RBU
CH
D
ES
D
EU
T
SCH
EN
ST
RA
FRECH
T
S
A
LLGEM
EIN
ER
T
EIL
9.A
ufl.,(1934
〔SCIEN
T
IA

V
ERLA
G
A
A
LEN
・
1978〕)S.162ff.不
破
・
前
掲
注
（
23
）
刑
事
責
任
論
五
五
、
五
七
、
五
九
、
六
九
頁
。
な
お
、
中
村
義
孝
編
訳
「
17

1810

年
刑
法
典
」
同
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
刑
事
法
典
史
料
集
成
』（
平
成
一
八
年
）
二
六
三
頁
以
下
参
照
。

（
77
）
丸
山
「
第
一
編
結
果
的
加
重
犯
の
構
造

第
六
章
危
険
性
を
基
盤
と
す
る
過
失
説
―
結
果
的
加
重
犯
の
不
法
内
容
（
三
）
―
第
一
節
結
果
的
加
重

犯
と
過
失

第
二
款
結
果
的
加
重
犯
に
お
け
る
「
過
失
」」
同
・
前
掲
注
（
75
）
結
果
的
加
重
犯
二
三
〇
頁
、
内
田
「
終
章

結
論
と
今
後
の
展
望
」
同
・

前
掲
注
（
29
）
結
果
的
加
重
犯
三
二
六
頁
、
四
條
・
前
掲
注
（
36
）
桐
蔭
二
六
頁
左
の
ほ
か
、
香
川
達
夫
「
第
二
章
結
果
的
加
重
犯
の
本
質

第
二

節
危
険
犯
と
結
果
的
加
重
犯

二
危
険
性
説
」
同
『
結
果
的
加
重
犯
の
本
質
』（
昭
和
五
三
年
）
九
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
山
口
教
授
（
当
時
）
も
、

「
観
念
的
競
合
の
場
合
と
比
較
し
て
結
果
的
加
重
犯
の
刑
が
重
い
の
は
、
現
行
法
に
お
い
て
観
念
的
競
合
の
処
理
の
仕
方
が
軽
い
こ
と
に
よ
る
に
す
ぎ

な
い
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
」
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
山
口
厚
「
6
結
果
的
加
重
犯
論
の
現
状
と
課
題
」
川
端
博
『
川
端
博

対
談
集
現
代
刑
法
理
論
の
現

状
と
課
題
』（
平
成
一
七
年
）
二
〇
四
頁
下
段
参
照
）、「
減
軽
」
規
定
は
か
な
り
寛
容
な
定
め
に
な
っ
て
い
る
一
方
、「
法
定
刑
」
は
幅
が
広
く
か
つ

か
な
り
重
く
設
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
本
刑
法
典
の
特
徴
と
も
言
え
よ
う
。
ま
た
、
刑
法
三
八
条
一
項
と
の
関
連
で
は
、「
過
失
」
的
部
分
に
つ
い

て
の
「
特
別
の
規
定
」
と
い
う
位
置
付
け
に
も
な
ろ
う
（
小
池
直
希
「
故
意
の
認
識
対
象
と
符
合
の
限
界
（
1
）
―
構
成
要
件
の
故
意
規
制
機
能
を

手
が
か
り
に
―
」
早
稲
田
法
学
九
五
巻
四
号
（
令
和
二
年
）
二
五
一
頁
注
(116
)参
照
）。

（
78
）
只
木
誠
「
錯
誤
論
を
め
ぐ
る
周
辺
問
題
」
研
修
八
一
五
号
（
平
成
二
八
年
）
五
頁
、
内
藤
謙
『
刑
法
講
義
総
論
(下)
Ⅰ
』（
同
三
年
）
九
二
四
頁
参
照
。

な
お
、
松
原
・
前
掲
注
（
63
）
総
論
二
三
六
頁
。

（
79
）
刑
法
三
八
条
二
項
は
、「
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
に
関
す
る
条
文
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
日
髙
義
博
「
第
一
編
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
に
お
け
る
合

一
的
評
価
説
の
展
開

第
一
章
抽
象
的
事
実
の
錯
誤
と
適
条

第
一
節
問
題
の
所
在
」
同
『
刑
法
に
お
け
る
錯
誤
論
の
新
展
開
』（
平
成
三
年
）
一
四

頁
、
川
端
博
「
第
六
章

抽
象
的
事
実
の
錯
誤
と
刑
法
第
三
八
条
第
二
項
の
意
義
」
同
『
錯
誤
論
の
諸
相

刑
事
法
研
究
第
三
巻
』（
同
六
年
）
一
八

五
頁
以
下
参
照
）。
こ
の
点
、「
教
唆
」
に
つ
い
て
は
前
掲
注
（
47
）
で
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
旧
刑
法
典
時
代
の
判
例
と
し
て
大
一
･二
刑
連

判
明
治
三
七
年
四
月
一
五
日
録
一
〇
輯
八
〇
一
頁
が
あ
り
、
強
盗
を
教
唆
し
た
と
こ
ろ
正
犯
が
強
盗
殺
人
罪
を
行
っ
た
こ
と
に
対
し
、
そ
の
教
唆
ま

で
認
め
た
原
判
決
を
破
毀
・
移
送
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
旧
刑
法
典
時
代
に
は
現
行
刑
法
典
三
八
条
二
項
に
相
当
す
る
七
七
条
三
項
の
ほ
か
、
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教
唆
の
規
定
中
に
特
別
規
定
と
し
て
一
〇
八
条
と
い
う
規
定
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
者
の
規
定
は
現
行
刑
法
典
で
は
規
定
が
な
い
の
で
、
前
者

の
規
定
に
一
本
化
さ
れ
た
形
に
な
ろ
う
が
、
前
掲
大
審
院
判
決
は
教
唆
者
に
正
犯
が
強
盗
殺
人
罪
ま
で
犯
す
こ
と
の
「
予
見
」
が
な
か
っ
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
八
一
〇
頁
参
照
）。
旧
刑
法
典
七
七
条
三
項
（
現
行
刑
法
典
三
八
条
二
項
）
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
れ
ば
、
大
審
院

の
よ
う
な
結
論
に
な
ろ
う
が
、
大
審
院
も
「
予
見
」
が
あ
っ
た
場
合
は
別
異
に
解
さ
れ
る
余
地
を
認
め
て
い
た
よ
う
に
、
最
高
裁
の
「
共
同
正
犯
」

及
び
「
強
盗
殺
人
罪
・
致
死
罪
」
に
関
す
る
判
例
の
動
向
（
例
え
ば
、
最
一
小
判
昭
和
二
三
年
一
一
月
四
日
集
二
巻
一
二
号
一
四
五
二
頁
、
同
決
同

五
四
年
四
月
一
三
日
集
三
三
巻
三
号
一
七
九
頁
。
な
お
、「
幇
助
」
に
つ
い
て
は
、
最
三
小
判
同
二
五
年
一
〇
月
一
〇
日
集
四
巻
一
〇
号
一
九
六
五
頁

参
照
）
か
ら
す
る
と
、
今
日
的
に
は
「
強
盗
致
死
罪
」
の
「
教
唆
」
と
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。


